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伸びは、産業部門 0.9 倍と微増にとどまっているのに対し、業務他部門 2.5 倍、家庭部門
は 2.0倍、運輸部門は 1.8倍と増加している。 






















































































































































には、電気自動車（以下、EV）、家庭用蓄電池、HEMS（Home Energy Management System）
の普及や、特定地域での BEMS（Building Energy Management System）、CEMS
















章で詳述するように、SH 及び EV は、国による全国一律的な普及だけでなく、都市・地
























































































































































図 1-4 論文の構成  
 
■参考文献 
1) 中口毅博（2010）：市区町村の地球温暖化対策の実施パターンと類型化に関する研究,Vol.23, No.4, pp.297-306 
2) 吉田肇(2011)：低炭素都市の実現に向けた地球温暖化対策の展開方向に関する考察-「環境モデル都市」等低
炭素都市推進協議会の都市における民生部門を中心として-，都市計画論文集，Vol.46，No.3,pp.961-966 
3) 鈴木良典(2012)：低炭素都市づくりをめぐる状況 ，調査と情報 (758), pp.1-12, 
4) Margarita Angelidou (2014):Smart city policies: A spatial approach Cities, No.41, pp.S3-S11 
5) Guido Perboli, Alberto De Marco, Francesca Perfetti, Matteo Marone(2014):A Nes Taxonomy of SmartCity Projects, 
Transportation Research Procedia 3, p470-478 
6) Angeliki Kylili, Paris A. Fokaides(2015): European smart cities: The role of zero energy building, Sustainable Cities 
and Society, No.15, p.86–95 
7) 泉井良夫（2013）：スマートコミュニティの構築，電気設備学会誌，Vol..33,No.8, pp31-33. 
8) 諸住 哲（2013）スマート社会と再生可能エネルギー利用電気学会誌 Vol.133, No.12, p800-803, 
9) 池田伸太郎・大岡龍三（2014）：日本国内におけるスマートシティ・スマートコミュニティ実証事業の最新
動向、生産研究Vol.66,No.1,p69-77 



































12) 林泰弘（2013）：我が国におけるスマートグリッドの展望，電気設備学会誌，Vol..33,No.8, pp3-6. 
13) 山本恵一（2013）：EV の普及と活用動向－スマートグリッドとの融合，電気設備学会誌，Vol..33,No.10, 
pp22-25. 
14) Francis Mwasilu,, Jackson John Justo,Eun-KyungKim, Ton Duc Do,,Jin-WooJung(2014):"Electric vehicles and smart 
grid interaction: A review on vehicle to grid", Renewable and Sustainable Energy Reviews, No.34,pp.501-516 
15) 近藤 加代子・藤村 純平（2011）消費者特性に基づく太陽光発電システムの普及政策に関する考察．日本
建築学会環境系論文集 76(667), 847～853． 
16) 黒澤 徹也・大岡 龍三（2010）省エネルギー住宅設備の導入促進に向けた最終消費者の意識に関する研究．
日本建築学会環境系論文集 75(651), 473～479． 
17) 萩島 理・谷本 潤・高園 洋行（2004）戸建住宅の選好における環境性能の影響把握のための基礎的検討．
日本建築学会環境系論文集(586）53～59． 
18) 木内 望・有田 智一・田中 紀之・川崎 直宏（2003）住宅金融公庫分譲住宅融資利用者にみる居住地選択
と住環境情報の入手．都市住宅学(43)，162～167． 
19) 松原 司・桑野 将司・塚井 誠人(2012),「選別・選択段階における他者への同調効果を考慮した電気自動
車普及要因に関する研究」,土木学会論文集D3(土木計画学), Vol. 68, No. 5, pp. I_691-I_699 
20) 吉田好邦・北里雅史・石谷久(2014), 「次世代自動車の普及のための燃費への選好と個人属性の関連分析」,
日本シミュレーション学会論文誌 Vol. 6 , pp.27-39 
21) 中上聡・山本博巳・山地憲治・高木雅昭・橋本篤樹・日渡良爾・岡野邦彦・池谷知彦(2010), 「車種別利
用パターンと電源構成を考慮したプラグインハイブリッド車導入と CO2排出量の評価」, 日本エネルギー
学会誌 ,Vol. 31, No.6, pp.7-15 
22) 近藤美則・加藤秀樹・松橋啓介・米澤健一(2011),「乗用車の長期間の利用実態から見た電気自動車の利用

























































































表 2-1 モデル事業の情報源とした文献 



























































その方向性が 3 段階に見て取れる（表 2-2）。 
























































デル事業（表 2-3-モデル事業③）」がある。EST とは、”Environmentally Sustainable 
Transport（環境的に持続可能な交通）”であり、OECD によりガイドラインが示されてい




組む事業である。23 都市（26 自治体）で取り組まれた。  
16 
 


























































































































































































































































2.4.3. 2000 年代後半のモデル事業 
京都議定書の温室効果ガス 6％削減約束を確実に達成するための指針として、京都議定
書目標達成計画が 2005 年 4 月に、同計画の改定案が 2008 年 3 日に閣議決定された。 
政府の取り組みとしては、「低炭素化」と「持続的発展」を目指す「環境未来都市」構
想がある。2010 年には、新成長戦略（2010 年 6 月 18 日閣議決定）に位置づけられ、地
方自治体において、「環境モデル都市（2008 年）」及び「環境未来都市（2010 年）」が選定
された（表 2-3-モデル事業⑤）。「環境未来都市」は、「環境・超高齢化対応等に向けた、
人間中心の新たな価値を創造する都市」として、2011 年に被災地 6 市町を含む 11 都市が
指定されている。 
 「環境モデル都市」は「温室効果ガス排出の大幅な削減など低炭素社会の実現に向け、
高い目標を掲げて先駆的な取組にチャレンジする都市・地域」として、2008 年に 13 都市、






















































































































































































者と地方自治体との共同」の３タイプである。2011 年から 2014 年度までで、自治体単独
では、19 自治体（うち 1 団体は県）、民間事業者との共同体では 9 自治体が採択されてい
る。うち、下川町（北海道）、ニセコ町（北海道）、小国町（熊本県）、気仙広域環境未来都
市（大船渡市、陸前高田市、住田町（岩手県））は、環境モデル都市にも指定されている。 



















































































































































































































































































7 31 30 23% 17% 3% 33% 23%
⑥
低炭素地域づくり面






































10 51 56 21% 18% 5% 38% 18%
⑦
スマートコミュニティ
構想普及支援事業 8 16 114
杉並区、川崎市、
福岡市、北九州市

















3 1 横浜市、北九州市 2 豊田市 1
けいはんな学研都
市


























































































































































































































































































































































































































埼玉県 大宮市 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
神奈川県 横浜市 ● ● ● ● ●
静岡県 浜松市 ● ● ● ● ● ● ●
愛知県 名古屋市 ● ● ●
大阪府 大阪市 ● ● ● ●
福岡県 北九州市 ● ● ● ● ● ● ●
岩手県 盛岡市 ● ● ● ● ● ● ● ●
福島県 いわき市 ● ● ● ● ●
千葉県 船橋市 ● ● ● ● ● ● ● ●
埼玉県 越谷市 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
岡山県 福山市 ● ● ● ● ●
香川県 高松市 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
埼玉県 所沢市 ● ● ● ● ● ● ●
新潟県 長岡市 ● ● ● ● ●
静岡県 富士市 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
北海道 帯広市 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●





● ● ● ● ● ● ● ● ●
4 4 7 3 8 6 8 10 5 13 7 2 2 3 1 2 3 8 14 6 6 5 1 4




































































































































● 東京都 千代田区 ● ● ● ●
● ● 神奈川県 横浜市 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● 新潟県 新潟市 ● ● ●
● 京都府 京都市 ● ● ● ● ●
● 大阪府 堺市 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● 大阪府 神戸市 ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● 福岡県 北九州市 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● 千葉県 柏市 ● ● ● ● ● ● ●
● ● 富山県 富山市 ● ● ● ● ●
● 愛知県 豊田市 ● ● ● ● ● ● ●
● 兵庫県 尼崎市 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● 愛媛県 松山市 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● 特例市 茨城県 つくば市 ● ● ● ● ● ●
● 北海道 帯広市 ● ● ● ●
● 長野県 飯田市 ● ● ● ●
● 兵庫県 生駒市 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● 熊本県 水俣市 ●
● 沖縄県 宮古島市 ● ● ● ● ● ● ● ●
● 岩手県 釜石市 ● ● ●
● 宮城県 岩沼市 ● ● ●
● 宮城県 東松島市 ● ● ●
● 福島県 南相馬市 ● ● ● ● ● ● ● ●
● 熊本県 小国町 ● ● ● ● ● ●
● ● 北海道 下川町 ● ● ● ● ●
● 北海道 ニセコ町 ● ● ● ● ● ● ● ●
● 岐阜県 御嵩町 ● ● ● ● ●
● 岡山県 西粟倉村 ● ● ●















● ● ● ● ● ● ●
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● 東京都 千代田区 ● ● ●
● ● 神奈川県 横浜市 ● ●
● 新潟県 新潟市 ● ● ● ● ●
● 京都府 京都市 ● ● ● ● ● ● ● ●
● 大阪府 堺市 ● ● ● ●
● 大阪府 神戸市 ●
● ● 福岡県 北九州市 ● ● ● ● ● ●
● 千葉県 柏市 ● ● ● ● ● ● ●
● ● 富山県 富山市 ● ● ● ● ● ●
● 愛知県 豊田市 ● ● ●
● 兵庫県 尼崎市 ● ● ●
● 愛媛県 松山市 ● ● ● ● ● ●
● 特例市 茨城県 つくば市 ● ● ● ● ● ● ●
● 北海道 帯広市 ● ● ● ● ●
● 長野県 飯田市 ● ● ● ● ●
● 兵庫県 生駒市 ● ● ●
● 熊本県 水俣市 ● ● ● ● ● ●
● 沖縄県 宮古島市 ● ● ●
● 岩手県 釜石市 ● ● ● ●
● 宮城県 岩沼市 ● ● ●
● 宮城県 東松島市
● 福島県 南相馬市 ● ● ●
● 熊本県 小国町 ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● 北海道 下川町 ● ● ● ● ● ●
● 北海道 ニセコ町 ● ●
● 岐阜県 御嵩町 ● ● ● ● ● ●
● 岡山県 西粟倉村 ●
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図 2-1 スマートシティの市場規模  
 
































































図 2-2 スマートコミュニティのイメージ図 18) 
































HEMS: Home Energy Management System, BEMS: Building Energy Management System, FEMS: 





2.7.3. スマートシティにおけるスマートハウス・EV の機能 
 













図 2-3 スマートハウスと EV の機能 25） 
 











表 2-13 スマートシティを推進する団体 
団体名 目的・事業内容等 設立時期 所在地 
① スマートシティ・アライアン
ス（NEDO 内事務局）22) 














































































策として SH・EV の普及及びスマートシティの形成に力を入れている自治体」参照） 
スマートシティの形成に向けた取り組みは、先に述べたモデル事業が中心で、活発に取
り組まれているとはいえないが、EV の普及には、2008 年以降、SH は 2013 年以降の取
り組みが始まっている。 






































温暖化対策の主要施策として位置づけ、EV または SH の普及、スマートシティの形成に
向けて取り組んでおり、より効果的な普及方策の展開が望まれる。 
次章以降は、スマートシティ・スマートコミュニティにおいて一定の役割を担う、スマ
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図 3-1 住宅用エネルギー機器の都道府県別普及率（%） 
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 普及率を全国平均でみると、太陽熱温水器が 3%、太陽光発電が 5%、高効率給湯器が
20%、家庭用コジェネレーションシステム（家庭用燃料電池を含む）が 1%、家庭用エネ












出所）図 3-1 に同じ 





出所）図 3-1 に同じ 
図 3-3 戸建住宅率別太陽光発電普及率の都道府県別プロット（%） 
 
 
出所）図 3-1 に同じ 






























（最終閲覧 2015年 11月 26日） 









































































































事業実施期間の 1993 年から 2008 年において、これまでに全国で 85 件が指定・整備さ
れている（表 3-3、図 3-7）。整備主体は都市再生機構（当時は、住宅都市整備公団、地域
振興整備公団）、地方自治体の住宅供給公社、地方自治体等の公的主体がほとんどである。
また、補助事業開始年別に、経年変化をみると、1996 年の 22 件がピークであり、事業開
始時期の 93 年から 98 年までは補助事業が行われていたが、98 年以降は減少している。
建物の建て方別では，戸建住宅が 30 件，集合住宅が 41 件，戸建・集合混合が 10 件であ
る。90 年代は集合住宅が多い傾向がある（図 3-8）。 
整備地域は、東京都が最も多く 10 件、愛知県・大阪府・兵庫県が各 7 件、埼玉県 6 件、























図 3-8 建て方別実施地区数の推移 





















の有無により 4 種のタイプに分かれている（表 3-5）。単体の住宅で建設地の特定がない
「システム供給型」は 19 件、建設地の特定がある「個別供給型」は 24 件、複数棟の住宅
で建設地の特定がない「団地供給型」は 20 件、建設地の特定がある団地システム供給型
は 1 件が認定されている（2013 年 5 月 9 日現在）。一定規模の面的開発が行われた「団地
供給型」は、首都圏及び大都市での集合住宅が多い。 









表 3-5  認定タイプ 
 建設地の特定なし 建設地の特定あり 
単体の住宅 システム供給型 個別供給型 
複数棟の住宅 団地システム供給型 団地供給型 
出所）建築環境・省エネルギー機構公式 web より筆者作成 
http://www.ibec.or.jp/nintei/kyousei/intro/apply_about.html（最終閲覧 201510/30） 



















表 3-7  認定要件の特定評価項目一覧 
[1] 省エネル
ギー 
省エネルギー性能 日本住宅性能表示基準 省エネルギー対策等級３ に適合 
[2]省資源・廃
棄物の削減 
耐久性能 日本住宅性能表示基準 劣化対策等級３ に適合 



















表 3-8  認定要件の提案類型と整備手法一覧 






































































































団地名 事業者名 認定年 建て方 都道府県 市町村
東急季美の森「Vie Naturelle」 東急不動産(株) 1999 戸建 千葉県 大網白里市
所沢　松が丘　ウエストエリア 西武不動産販売(株)、西武鉄道(株) 1999 戸建 埼玉県 所沢市
下関・一の宮県営住宅 山口県、(株)アルセッド建築研究所 1999 集合 山口県 下関市
吉川きよみ野　「Eco　Town　陽だまり
の杜」





2000 戸建 茨城県 つくば市
フォレストレイクひばりが丘 (株)大京 2001 集合 東京都 西東京市
パークシティ成城 三井不動産(株) 2001 集合 東京都 世田谷区
サンコート砂田橋 Ⅰ期・Ⅱ期 愛知県住宅供給公社、(株)竹中工務店 2001 集合 愛知県
名古屋市千種
区
さくらが丘　Issac日吉 (株)新日鉄都市開発 2003 戸建 神奈川県 川崎市
ハートアイランド新田一番街 (独)都市再生機構東京都心支社 2003 集合 東京都 足立区
ハートアイランド新田二番街 (独)都市再生機構東京都心支社 2004 集合 東京都 足立区
ハートアイランド新田三番街 (独)都市再生機構東京都心支社 2006 集合 東京都 足立区





2008 混合 埼玉県 越谷市
グランドメゾン自由ヶ丘テラス 積水ハウス(株)名古屋マンション事業部 2008 集合 愛知県
名古屋市千種
区






2011 集合 福岡県 福岡市















2013 混合 兵庫県 三田市
49 
 
表 3-10  環境共生住宅認定団地における手法別導入率 
 





1-1 より高度な熱損失の低減 30% 
1-2 より高度な日射の制御 0% 
1-3 太陽エネルギーのパッシブ利用  0% 
1-4 太陽エネルギーのアクティブ利用 5% 
1-5 未利用エネルギーの積極利用 0% 
1-6 高効率設備機器の採用 0% 
1-7 その他 30% 
ハイコンタ
クト 
２ 資源の  高
度有効利用型 
2-1 より高度な耐久性 10% 
2-2 変化対応型構工法の採用 10% 
2-3 ローエミッション 5% 
2-4 リサイクル建材の積極利用 0% 
2-5 水資源の高度有効利用 10% 
2-6 生活廃棄物分別収集の建築的支援 0% 
2-7 その他 25% 
３ 地域適合 ・
環境親和型 
3-1 地域の生態環境との高度な親和 35% 
3-2 地域の水循環への十分な配慮 25% 
3-3 地域の緑化への積極的な配慮 65% 
3-4 豊かな内外の中間領域 15% 
3-5 より高度で総合的なまちなみ景観への配慮 80% 
3-6 地域文化・地域産業の反映 10% 





4-1 内外の適切なバリアフリーの徹底 20% 
4-2 適切で十分な通風・換気性能の確保 0% 
4-3 人の健康・環境に配慮した建材の使用の徹底 30% 
4-4 高度な遮音・防音性能の実現 0% 
4-5 住宅の性能保証や維持管理に関するアフターサービスの充実 0% 
4-6 住宅の性能、構工法、材料、設備機器等に関する情報サービスの提供 10% 










































表 3-11 調査対象地域の概要 
 長峰地区 長池地区 
所在地 東京都稲城市長峰２・３丁目 東京都八王子市別所 
住戸形態 共同住宅 5－14 階 共同住宅４－11 階 
計画戸数 公団分譲 543 戸 
賃貸 401 戸 
公団分譲 216 戸 
賃貸 284 戸 




ス 9 分。新宿まで 23 分（特
急＋各駅停車利用） 
京王相模原線堀之内駅よりバス






表 3-12 基本要件と環境共生技術 













































































































説明した資料を配布した。配布数は長峰地区が 401、長池地区が 211 で、回収数はそれぞ
れ 171（回収率 43％）、105（同 50％）であった。 
 
3.4.3. 回答者の概要 






表 3-15 回答者の属性（長峰 n=171、長池 n=105） 
年齢 長峰 長池  家族構成 長峰 長池 
20歳代 4.7% 1.0%  ひとり世帯 1.2% 1.0% 
30歳代 35.1% 33.3%  夫婦のみ 16.4% 10.5% 
40歳代 36.3% 42.9%  親との二世代家族 5.8% 3.8% 
50歳代 14.0% 19.0%  子どもとの二世代家族 69.6% 81.0% 
60歳代 6.4% 1.9%  三世代家族 4.1% 1.9% 
70歳以上 3.5% 1.0%  その他 1.8% 1.0% 
       
性別 長峰 長池  職業 長峰 長池 
男性 51.5% 50.5%  会社員 37.4% 44.8% 
女性 48.0% 48.6%  経営者 8.2% 7.6% 
    家族従業員 2.3% 1.0% 
入居期間 長峰 長池  公務員 14.0% 6.7% 
1年以下 7.0% 7.7%  パートアルバイト 11.1% 11.4% 
2年未満 46.8% 14.4%  無職 22.2% 24.8% 
3年未満 45.0% 22.1%     
4年未満 0.6% 39.4%     







図 3-10 世帯収入の分布（長峰 n=157、長池 n=99） 
 
3.4.4. 住宅価格 
 回答者が現在入居している住宅の価格は 5,000 万円代が最も多く約６割を占めている























図 3-12 住環境に対する評価（長峰地区） 
 
 

























(1)雑木林の再生 36.8% 29.2% 7.6% 2.3% 
(2)雨水浸透 40.9% 32.7% 2.3% 1.2% 
(3)ゆとりの広場 50.3% 31.6% 2.9% 0.0% 
(4)ｱｸﾃｨﾌﾞｿｰﾗｰ 7.6% 7.6% 8.2% 25.1% 
(5)ﾊﾟｯｼﾌﾞｿｰﾗｰ 6.4% 9.4% 7.6% 25.1% 
(6)太陽電池ﾓﾆｭﾒﾝﾄ 7.6% 22.2% 15.2% 14.0% 
(7)屋上緑化 12.9% 24.0% 12.3% 8.8% 
(8)ｺﾐｭﾆﾃｨｶﾞｰﾃﾞﾝ 26.9% 42.1% 5.8% 3.5% 
(9)ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ 9.9% 23.4% 9.9% 17.5% 
(10)再生材道路 29.2% 28.7% 5.3% 4.7% 
 









(1)自然環境の保全 46.7% 37.1% 2.9% 1.0% 
(2)歴史的景観の保
全 
27.6% 35.2% 9.5% 4.8% 
(3)せせらぎ緑道 42.9% 39.0% 7.6% 0.0% 
(4)水循環の保全 26.7% 28.6% 8.6% 1.0% 
(5)デザイン・配置 19.0% 25.7% 18.1% 4.8% 























図 3-14 従前の住居形態 
表 3-18 従前の住まいとの環境の変化（長峰 n=171） 
 よくなった 悪くなった 変わらない 
通勤・通学の便利さ 11.1% 60.8% 28.1% 
文化施設・公共施設等の生活環
境 
18.7% 46.2% 35.1% 
買い物の利便性 0.6% 87.1% 12.3% 
緑や植物の豊かさ 67.8% 4.1% 28.1% 
水辺や親水空間への親しみ 14.0% 22.2% 63.7% 
周辺の自然環境 73.1% 1.8% 25.1% 
周辺の街並み・景観 67.8% 3.5% 28.7% 
近隣との関係（近所づきあい等） 21.6% 18.7% 59.6% 
住まいの住み心地 81.9% 2% 15.8% 
 
表 3-19 従前の住まいとの環境の変化（長池 n=105） 
 よくなった 悪くなった 変わらない 
通勤・通学の便利さ 18.1% 40.0% 41.9% 
公共施設・文化施設等の生活環境 8.6% 55.2% 36.2% 
買い物の利便性 11.4% 61.9% 26.7% 
緑や植物の豊かさ 61.9% 4.8% 33.3% 
水辺や親水空間への親しみ 61.0% 1.9% 37.1% 
周辺の自然環境 70.5% 2.9% 26.7% 
周辺の街並み・景観 57.1% 4.8% 38.1% 
近隣との関係（近所づきあい等） 21.9% 23.8% 54.3% 




図 3-15 環境変化の類似性(長峰地区) 
 











図 3-17 環境共生住宅の認知度（p<0.05） 
 環境共生住宅であることが、購入を決定するインセンティブ（動機）になったかどうか
をみると、長峰地区では約３割強がインセンティブになっていると回答している一方で、
原データ の距離計算： ﾏﾊﾗﾉﾋﾞ ｽの汎距離
合併後の距離計算： ウォ ード 法
ﾊﾟ ﾀ ﾝｰNo. 項目No. 距離
1  2 -  3 0. 8163
2  4 -  6 0. 8329
3  1 -  2 0. 9606
4  1 -  8 1. 2165
5  4 -  7 1. 2488
6  4 -  5 1. 3317





























































原データ の距離計算： ﾏﾊﾗﾉﾋﾞ ｽの汎距離
合併後の距離計算： ウォ ード 法
ﾊﾟ ﾀ ﾝｰNo. 項目No. 距離
1  4 -  6 0. 7666
2  4 -  7 1. 2470
3  1 -  2 1. 2744
4  1 -  3 1. 3003
5  1 -  8 1. 3173
6  4 -  5 1. 3521
















































































図 3-19 環境問題に対する意識（p<0.05） 
 
図 3-20 環境問題に対する取り組み状況 
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http://kkj.or.jp/contents/build_support/model.html/（参照日 2015 年 6 月 15 日） 
4) 日本建築学会 (2015)：スマートシティ時代のサスティナブル都市・建築デザイン，pp.10-105，彰国社 
5) 榊原依子(1998)：環境共生型住宅地の評価手法に関する研究、東京都立大学大学院都市科学研究科修士論
文 
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ら、SH 購入者の特徴を述べる。具体的には、4 節では、SH 購入者の環境・消費志向の特徴、
5 節では、居住地や住宅選択時の重視項目、6 節では入居後の生活状況について詳述する。全
体を通して、SH 購入者と SH でない住宅の購入者（以下、非 SH 購入者）の比較を行う。 
3 節で詳述する通り、有効回答 67 サンプルのうち、SH 購入者は 14 サンプルと全体の 2 割




本稿では、2014 年 7~8 月に実施した、「多摩・八王子地域の住まいと住環境に関するアンケ
ート調査」と題する質問紙調査のデータを用いる。調査対象は 2014 年 2 月から 2014 年 6 月
にかけて、「スマートハウス」と称した分譲が行われていた、八王子ニュータウンみなみ野シ
ティ、多摩ニュータウン東山及び西山地区の戸建住宅居住世帯である 3)。各戸訪問で入居が確
認された世帯に配布、郵送回収で、配布数 404 通、回収率 17％である（表 4-1）。回答は、住
宅購入の意思決定に関わった方に依頼した。 
実施地域の概要を表 4-2、街並みの写真を図 4-1 に示す。多摩ニュータウン西山地区の C 地
区と H 地区は、隣接している。H 地区は C 地区に先行して販売され、調査時点でほとんどの
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住宅で入居済みであった。みなみ野シティ CT 地区と西山 C 地区は、半数程度の入居が確認さ
れた。東山地区は、総区画数が 681 区画と大規模開発のうちの一部の地区で、調査時点で入居









表 4-2 アンケートの実施地域の概要 4) 
 
  











166～173 170～258 171～214 188～236
分譲住宅間取り ３LDK～５LDK ３LDK～５LDK ３LDK～５LDK ４LDK～５LDK
分譲住宅販売価
格（万円／戸）




















八王子みなみ野シティ 58 6 10.3%
多摩ニュータウン西山 192 33 17.2%
多摩ニュータウン東山 154 28 18.2%
全体 404 67 16.6%
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回答者の性別は、男性が 7 割である。年齢は、30 歳代が 5 割と最も多く、次いで 40 歳代が
2 割である。70 歳以上の方からの回答はなかった。 
入居年は、2013 年が 4 割、2012 年が 3 割と、入居後 2～3 年が多い注 1)。 





んどおらず、3 人または 4 人が各 4 割と多い。夫婦共働きは 4 割である。 
住宅の購入形態としては、住宅部分が自由に設計できる建築条件付き宅地の購入者と、建売
住宅での購入者が約半々である。 





























一方、SH の構成要素である、「HEMS」は 3 割未満であり、「蓄電池」は 1 割未満とあまり
設置されていない。 
入居時期別にみると、「LED 照明」は、2013 年 9 割、2014 年には全員と、近年の設置率は
きわめて高く、新築戸建住宅での導入が一般化しつつあることがうかがえる。このほか、設置
率が徐々に高まっているものは、「スマート家電」と「HEMS」である。「HEMS」は、2012
年以前の入居者では 1 割未満と少ないが、2013 年が 4 割、2014 年が 6 割であり、近年の設置
が進みつつあるものと考えられる 5)。 
 
男性 70.1 30～39歳 49.3 2010年 3.0
女性 29.9 40～49歳 22.4 2011年 7.5
50～59歳 10.4 2012年 31.3


































































図 4-2 購入形態別エネルギー設備の設置率 
2014年 2013年 2012年以前
n 67 11 28 28
LED照明 80.6% 100% 89.3% 64.3%
オール電化 62.7% 63.6% 50.0% 75.0%
ヒートポン
プ給湯器
58.2% 63.6% 46.4% 67.9%
太陽光発
電・パネル
55.2% 45.5% 60.7% 53.6%
スマート家
電
35.8% 45.5% 50.0% 17.9%
家庭用燃料
電池
31.3% 36.4% 39.3% 21.4%
HEMS 28.4% 63.6% 35.7% 7.1%
高効率給湯
器
13.4% 18.2% 17.9% 7.1%
蓄電池 9.0% 18.2% 7.1% 7.1%
太陽熱温水
器
























































































































































































































LED照明 - 14.939 *** 0.486 - 0.035 3.819 * 3.212 *





1.719 1.474 0.643 0.039 0.186 3.771
*
11.000
太陽熱温水器 - - 0.012 - - - 1.769
ヒートポンプ給
湯器




高効率給湯器 1.427 0.012 4.973
**
- 1.185 1.185 0.208
家庭用燃料電
池
2.497 2.282 0.372 2.407 0.418 0.533 0.083
オール電化 0.039 0.088 0.387 0.012 0.054 0.025 25.033
***
蓄電池 - 1.185 - 1.185 1.185 - 0.533




















図 4-4 エネルギー設備の効果に対する満足状況 
 
4.3.3. SH の購入状況 
SH を構成するエネルギー設備の組み合わせでみると、「HEMS」と「太陽光発電」、「燃料電





捉できていないが、すべてを備えた SH の購入者がほとんどいないこと、または、HEMS の認
知度が低い等の理由が考えられる 6)。 
本稿では、表 4-6 に示す組み合わせの住宅を SH と定義する。以降の分析では、SH の購入















満足 不満 わからない 無回答
70 
 











4.4. SH 購入者の特徴 
4.4.1. 基本属性 
基本属性として、回答者の年齢、家族構成、同居家族数、夫婦共働きの状況についてみる。
年齢層や家族構成は類似しており、30 歳代・40 歳代が 7 割前後（図 4-5）、夫婦と子ども世帯
が 7～8 割となっている（図 4-6）。 
同居家族数は、有意差はないが、SH 購入者の世帯の方が世帯規模が大きい傾向がみてとれ
る（図 4-7）。回答者本人を含めて４人以上の世帯が、SH 購入者では７割と、非 SH 購入者で
は 4 割に比べて多い。 
夫婦共働きの状況には、有意差があり、SH 購入者の世帯で 6 割である（図 4-8）。 
 
 
図 4-5 回答者の年齢 
 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
SH購入者
非SH購入者
30～39歳 40～40歳 50～59歳 60～69歳
蓄エネ
太陽光発電 燃料電池 蓄電池
● ● ● ● 1.5
● ● ● 7.5
● ● ● 1.5
● ● ● 1.5
● ● 11.9
● ● 1.5


















図 4-6 家族構成 
 
 
図 4-7 同居家族数（回答者本人を含む） 
 
 
図 4-8 夫婦共働きの状況(p<0.1) 
 
4.5. SH 購入者と非 SH 購入者における住宅購入行動の相違 
4.5.1. 住宅の購入形態 
住宅の購入形態には、SH 購入者と非 SH 購入者に有意差があり、SH 購入者では「建築条件
付き宅地を購入」者が 6 割と多い（図 4-9）。これは、SH 構成要素のエネルギー設備は、いず
れも「建築条件付き宅地」の購入者で設置率が高いことによる。 
 






0% 20% 40% 60% 80% 100%
SH購入者
非SH購入者
１人 ２人 ３人 ４人 ５人




















図 4-10 八王子・多摩エリアの選択に重視した項目 




















































































































図 4-12 住宅選択で重視した項目 
 
4.6. SH 購入者と非 SH 購入者における住み替え行動の相違 
4.6.1. 前の住まいの所有・建物形態 
前の住まいの建て方・所有形態をみると、全体の約 4 割が「賃貸集合住宅」から、約 3 割が
「持家戸建住宅」からの住み替えである（図 4-13）。 
SH 購入者と非 SH 購入者に統計的な有意差ではないが、SH 購入者に「持家戸建住宅」から
の住み替えが多く、非 SH 購入者に「賃貸集合住宅」からの住み替えが多い。SH 購入者は戸建




















































図 4-13 前の住まいの建て方・所有形態 
 
4.6.2. 前の住まいとの環境の変化 







図 4-14 前の住まいとの環境の変化 




































4.7. SH 購入者と非 SH 購入者における入居後の生活の相違 
4.7.1. 生活満足度 
居住後の満足度をみると、居室の快適性、景観、緑の豊かさ、総合的な満足度では、SH 購
入者と、非 SH 購入者ともに、「満足している」と「とても満足している」の計が 9 割ときわ
めて高い（図 4-15）。省エネルギー性（光熱費の削減効果）は SH か否かに関係なく基本性能
として担保されていることから、両者に差異はなく、SH 購入者で 8 割だが、非 SH 購入者で
も 7 割と高くなっている。一方、公共交通や生活利便性の満足度は、やや低い。SH 購入者と














































わせると 8 割が節電や省エネに気を付けていることになる。 




図 4-16 電気やガスの使い方の変化 
 
4.7.3. SH に対する関心 
 SH に対する関心の度合いは、ばらつきがある（図 4-17）。「購入を決める前から関心があ
った」「全く関心がない」がそれぞれ 3 割、「入居してから関心をもった」2 割強、「購入（入居）
手続きの時に関心をもった」は 1 割である。 
SH 購入者と非 SH 購入者に統計的な有意差はないが、購入前から関心があった人が 4 割強
と多い。約 3 割の人が、入居手続きや入居後の生活のなかで関心をもつように変化しており、
現在では SH の関心は高まっていると考えられるが、SH 購入者のすべてが、必ずしも購入前
から SH に関心を持っていたわけではないことが明らかとなった。 
 
 
図 4-17 電気自動車（EV）の普及状況と関心の有無 
SH では、それ自体が省エネや蓄エネにつながるエネルギー対策ではないが、EV の普及を想
定して、EV 用充電設備（EV の充電ケーブルの差込口）の設置がみられている。 
SH 購入者と非 SH 購入者で統計的に有意な差はなく、全体として約 8 割で EV 用充電設備

















が設置されている（図 4-18）。しかし、EV を所有しているのは、SH 購入者のうちの１名のみ
にとどまっている（図 4-19）。EV の充電設備は設置されているものの、EV を所有するには至
っていないことがわかる。 
今後の EV の購入可能性について「関心があり、EV の購入を考えている」とする回答者は、 
SH 購入者で 2 名、非 SH 購入者で 6 名の計 8 名、ともに約 1 割にとどまる。この 8 名のうち、




図 4-18 EV用充電設備の有無 
 
 






等の消費指標 7 項目、計 15 項目（非常にそうである=1~全くそうではない=7 の 7 段階）
である。項目の詳細及び平均値を表 4-8 に示す。 
これらのうち、回転のない初期解で共通性の低い（因子抽出後の共通性が 0.3 以下）5
項目除き 7)、10 指標による因子分析（最尤法、プロマックス回転）を行った。その結果、
カイザーガットマン基準の「固有値が１以上」で 4 因子が抽出された（表 4-9）。回転のな
い初期解では、因子 1 の寄与率は 18.6％、因子 2 の寄与率は 25.4％、因子 3 の寄与率は














22.0％、因子 9.2％で、4 つの因子の累積寄与率は 75.2％であった。KMO の標本妥当性は
0.660 であり、一定の妥当性があると考えられる。また、因子 2 と因子 3 の相関が 0.402、












ろ、因子 1 の 3 項目では 0.883、因子 2 の 2 項目では 0.880、因子 3 の 3 項目では 0.784、









































































イノベーター・非エコ群 0.426 -1.822 -1.533 -0.947 6 9%
中間群 -0.037 0.061 -0.696 -0.262 20 31%
エコ行動群 -0.828 -0.294 0.611 0.435 18 28%
イノベーター・自家用車
抑制・エコ知識群
1.309 0.823 0.309 1.180 9 14%
自家用車抑制・エコ行
動群




4.8.2. 環境・消費志向の類型別にみた SH 選択状況 
 




図 4-20 環境・消費志向による類型 
 
4.8.3. 環境・消費志向とエネルギー設備選択 
























を前節で抽出した因子の因子得点、年齢（30 歳代=30／40 歳代=40／50 歳代=50／60 歳
代=60）、共働きダミー（共働きである=1／それ以外=0）、同居家族 4 人以上ダミー（同居
家族 4 人以上=1／3 人以下=0）、SH関連業種ダミ （ー家電製造・販売、自動車製造・販売、
住宅・不動産、土木・都市開発、エネルギー設備、情報・通信=1／その他全て=0）、販売
形態ダミ （ー建築条件付き宅地=1／それ以外=0）として、二項ロジスティック回帰分析（強
制投入法）を行う（表 4-12、表 4-13）。第 3 節で算出した環境・消費志向の因子得点のう
ち、「自動車利用抑制因子」得点は、「エコ行動因子」得点「エコ知識因子」得点と弱い相
関があるため除外した。分析対象は、使用する全項目の回答がある 64 サンプルとする。 










平均値 平均値 平均値 平均値
設置なし 13 -.631 -.545 -.090 .046
設置あり 53 .155 .134 .022 -.011
設置なし 42 -.312 -.144 -.087 -.080
設置あり 24 .545 .252 .152 .140
設置なし 27 -.082 .011 .092 -.062
設置あり 38 .105 .023 -.074 .047
設置なし 55 -.003 .004 -.088 -.086
設置あり 9 .024 .070 .462 .406
設置なし 62 .005 .036 .009 -.006
設置あり 3 .491 -.341 -.299 .160
設置なし 30 -.031 -.145 -.074 .077
設置あり 36 .026 .121 .062 -.064
設置なし 43 .074 .023 -.067 .014
設置あり 21 -.149 -.005 .105 -.080
設置なし 61 .022 -.051 -.032 -.015
設置あり 5 -.272 .619 .396 .186
設置なし 25 -.127 .086 .175 .118
設置あり 41 .078 -.053 -.107 -.072
設置なし 47 -.046 -.112 -.125 -.047
























蓄電池 .646 -1.511 -.971
オール電化 -.828 .566 1.176
家庭用燃料電池 .891 .110 -.668 .370
-.448





太陽熱温水器 -.858 .663 .544
度数
イノベーター因子 自家用車利用抑制因子 エコ行動因子 エコ知識因子
n SH SHでない
30歳代(=30) 32 31% 69%
40歳代(=40) 15 27% 73%
50歳代(=50) 7 57% 43%
60歳代(=60) 10 40% 60%
夫婦共働き(=1) 26 42% 58%
共働きでない(=0) 38 29% 71%
4人以上(=1) 30 47% 53%
3人以下(=0) 34 24% 76%
建築条件付き宅地(=1) 29 41% 59%
上記以外(=0) 35 29% 71%
SH関連業種(=1) 17 29% 71%

















以上の変数を用いて分析した結果を、表 4-14 に示す。 
Cox-Snell R2 乗値が 0.235.、Nagelkerke R2 乗値が 0.325 と、回帰式全体の説明力は高
くないが、モデル係数のオムニバス検定の結果、p 値は 0.029 であり、問題ないものと判
断した。p 値<0.05 の説明変数として、「同居家族 4 人以上ダミー」、「共働きダミー」、「エ
コ行動因子」の有意な 3 変数を得た。 


















B Exp(B) 下限 上限
年齢 .018 .029 0.386 .535 1.018 .962 1.078
共働きダミー 1.420 .718 3.914 .048 4.137 1.013 16.889
家族４人以上ダミー 1.945 0.712 7.459 .006 6.993 1.732 28.237
購入形態ダミー 0.577 .643 0.806 .369 1.781 .505 6.276
関連業種ダミー -.747 .744 1.009 .315 0.474 .110 2.036
イノベーター因子得点 .174 .329 .281 .596 1.190 .625 2.268
エコ行動因子得点 1.066 .414 6.637 .010 2.903 1.290 6.531
エコ知識因子得点 -0.222 .368 0.363 .547 .801 .389 1.649






17.149 8 .029 65.218 .235 .325 10.516 .231
標準誤差 Wald 有意確率
EXP(B) の 95% 信頼区間
モデル係数のオムニバス検定 R2値 Hosmer・Lemeshow検定
最小値 最大値 標準偏差
イノベーター因子得点 -2.042 2.296 0.975
自家用車利用抑制因子 -2.578 1.813 0.961
エコ行動因子得点 -1.974 1.688 0.949







の設置率も、回答者全体の 3 割程度でと高くないが、2013 年、2014 年と導入率は高まってい
た。 
「HEMS」と「太陽光発電」、「燃料電池」、「蓄電池」で、複数を組み合わせて設置している



















EV の普及との関係をみると、全体として約 8 割で EV 用充電設備が設置されているが、EV
を所有しているのは、SH 購入者のうちの１名のみにとどまっている。本章の対象地域では、





































































































1) 趙 賢株, 高田 光雄（2013）住宅購入者の住宅需要特性と既存住宅流通の阻害要因に関する研究．日本建
築学会計画系論文集 78(690)、p1817～1825． 
2) 萩島 理・谷本 潤・高園 洋行（2004）戸建住宅の選好における環境性能の影響把握のための基礎的検討．
日本建築学会環境系論文集(586）p53～59． 
3) 池田 伸太郎・大岡 龍三（2014）日本国内におけるスマートシティ・スマートコミュニティ実証事業の最
新動向．東京大学生産技術研究所、生産研究 66(1)、p69～77． 
4) 岩船 由美子(2014) スマートハウスができること、建築雑誌 129, p22-23. 
5) 岩田 和之・馬奈木 俊介・金子 慎治（2012）省エネ住宅設備の購入行動の経済分析．国際協力研究誌 19(1), 
p1～12． 
6) 経 済 産 業 省 ウ ェ ブ サ イ ト 、 ス マ ー ト グ リ ッ ド ・ ス マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ
http://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/smart_community/(2015 年 10 月 21 閲覧) 
7) 木内 望・有田 智一・田中 紀之・川崎 直宏（2003）住宅金融公庫分譲住宅融資利用者にみる居住地選択
と住環境情報の入手．都市住宅学(43)、p162～167． 
8) 近藤 加代子・藤村 純平（2011）消費者特性に基づく太陽光発電システムの普及政策に関する考察．日本
建築学会環境系論文集 76(667), p847～853． 
9) 黒澤 徹也・大岡 龍三（2010）省エネルギー住宅設備の導入促進に向けた最終消費者の意識に関する研究．
日本建築学会環境系論文集 75(651), p473～479． 
10) 白井 信雄・東海 明宏（2012）住宅用環境イノベーションにおける需要者の特性と地球温暖化意識の分析．
地域イノベーション、法政大学地域研究センター、Vol.5, p79～87． 
11) 土屋 依子・伊藤 史子・田頭 直人・馬場 健司・池谷 知彦（2014）電気自動車に対する消費選好と規定
要因に関する基礎的分析．東京大学空間情報科学研究センターディスカッションペーパー、No.129．  
12) 土屋 依子・伊藤 史子・蘇比娜 海熱提（2014）環境・消費志向に基づく環境配慮型住宅の購入行動分析
－多摩ニュータウンのスマートハウス街区戸建住宅分譲地を対象として」第 11 回環境情報科学ポスター
セッション 
13) 土屋 依子・伊藤 史子・蘇比娜 海熱提（2015）環境・消費志向に基づくスマートハウス購入行動の影響
要因分析－八王子・多摩地域の戸建住宅購入者を対象として．環境情報科学学術研究論文集(29), p 291-296． 
14) 土屋 依子・伊藤 史子・蘇比娜 海熱提（2015）スマートハウスの購入行動：スマートハウスは普及する
か？,日本不動産学会誌 Vol. 29(114) No. 3, p32-41  
15) 吉岡 剛・高瀬 香絵・吉田 好邦・松橋隆治（2012）住宅用太陽光発電設置者に対する導入要因の分析．






第5章 EV の消費選好とその規定要因 
  
第 3・4 章では、スマートシティの実現方策のうち、SH の普及可能性について検証した。 
後半の本章から 7 章では、EV の普及可能性に関する分析を行う。 
まず、EV に対する購入選好により普及が期待される購買層を明確化し（本章）、自宅で
の EV の充電利便性の確保可能性を検証したうえで（第 6 章）、最後に、地域特性を踏ま
えた EV の普及可能性を述べる。 





5.1. EV の普及動向と特性 
2009 年軽自動車タイプ、2010 年に小型乗用車タイプの量産型 EV が市販され、EV の
国内保有台数は 2010年度約 9,000台から、2012年度には 39,000台までに増加している。 





























れらの①から④の EV の特性を踏まえて分析を行う。 
 
5.2. EV の分析に用いるデータの概要 
EV の分析に用いる共通データについて、アンケート調査項目及び実施概要を表 5-1 に
示す。 


















関する設問は、第 4 章のスマートハウスの影響要因と同項目である。 
保有車両の状況は、回答者の負担を考慮し、1 回答者につき 2 台までとした。複数台保





                                               
1)北海道，東北，関東，京浜，北陸，東海，京阪神，中国，四国，九州・沖縄の 10 地域 









































































































（ⅰ）エネルギー代がどのような条件であっても EV を購入しない 










全 6518 サンプルのうち、まず、回答者自身が主に運転する車を持たない 1,537 サンプ
ルを除外した。その理由は、回答者がその車の主運転者でない場合は、利用頻度等の回答
にあいまいさがあり、回答者の意向が将来の車の購入や利用に反映されにくいと考慮した
ためである。さらに、回答者が主に運転する車に 10 年以内に買替予定がない 798 サンプ
ルを除外した。これは、EV の購入意向は、次の購入車両として EV への買い替えの可否
の判断を求める設問であるため、買い替え予定がない場合、回答に対する信頼性に劣ると
考えたからである。 
また、複数台保有する回答者が、回答した 2 台の車両の主運転者で、2 台とも買替予定
がある 75 サンプルは、年間走行距離が長い車両のデータのみ使用し、分析対象車両は 1
回答者につき 1 台とした。以上の 4,183 サンプルから、世帯年収が無回答であった 410 サ
ンプルを除き、すべての設問に回答している 3,773 サンプルを、本章の分析対象とする。 
 
5.4.3. 回答者の属性・保有車両の状況 
回答者の属性を表 5-2 に示す。性別・年齢別では、60 歳以上の男性が約 2 割と最も多く、




居住地域は、京浜地域が約 2 割、東海、京阪神、九州地域が 1 割強とやや多い。本調査の
居住地分布は国勢調査の人口分布とは異なるが、たとえば登録自動車数（乗用車保有台数）
                                               
4)本調査の回答者の男女比及び年齢構成比は，社団法人日本自動車工業会が全国の一般世帯を対象に実施した
「乗用車市場動向調査」の主運転者の男女比，年齢構成比とほぼ同率である．運転免許保有者の男女比は，男
性が 56%と女性より多く，一般世帯の自動車保有率は，30 歳未満と 70 歳以上が 60%で 30 歳代～60 歳代の 80%
より低い傾向にある． 
表 5-2 回答者の属性・保有車両の状況（N=3,773） 
 
男性 65.4% 北海道 4.8% 1台 54.3%
女性 34.6% 東北 9.0% 2台 32.5%
計 100% 関東 7.5% 3台以上 13.2%
20歳代 8.6% 京浜 19.9% 計 100%
30歳代 20.3% 北陸 7.4% ワゴン・ミニバン・SUV 27.9%
40歳代 21.3% 東海 14.3% 普通自動車2,000cc超 9.8%
50歳代 21.0% 京阪神 14.2%
60歳以上 28.8% 中国 7.0%
計 100% 四国 3.5% 軽自動車・軽ワゴン 24.8%
持家・戸建 65.1% 九州・沖縄 12.5% その他 1.0%




















の都道府県別構成比とは最大でも差が 0.5％である 5)。保有車両数は 1 台が過半であり、2
台が約 3 割、3 台以上が 1 割強である。車種では『普通・小型自動車（2000cc 以下）』が
4 割と最も多く、『ワゴン・ミニバン・SUV（Sport Utility Vehicle）』と『軽自動車・軽ワ
ゴン』が 3 割弱である。運転者の性別にみると、女性は軽自動車・軽ワゴンの比率が各年
代ともに 4~5 割と高い。年齢別では、30～40 歳代はワゴン・ミニバン・SUV の比率が高























これを変形すると、事象の生起確率 p は 
p  =  
となる。ここで、𝑥𝑥1･･･𝑥𝑥𝑛𝑛は事象の規定要因となる変数であり、この回帰式における x の
係数 b を求めることで、変数 x と事象の生起確率 p との関係性を明らかにできる。消費行
                                               
































続距離の要求水準は、全体では『500km』が 3 割、『400km』と『300km』が 2 割である。 
これらの 2 設問を組み合わせ、「現状程度で購入する」を 1 位として、要求水準が「～
300km」「～400km」「～500km」「それ以上」、「購入しない」までの 6 つのカテゴリーを










次の 3 つの選択肢により把握した。 
（ⅰ）エネルギー代がどのような条件であっても EV を購入しない 





結果を表 5-4 に示す。『（ⅱ）差額が回収できればよい』とする人が 7 割と最も多く、『（ⅲ）
（EV の方が割高でも）差額が許容範囲であればよい』とする人は 1 割であった。 
『（ⅱ）差額を回収できればよい』とする人の希望回収期間は『3 年程度』が最も多い。
累積では、希望回収期間が『3 年以内』が約 6 割、『5 年以内』が約 9 割となる。『（ⅲ）差
額が許容範囲であればよい』とする人の許容額は、『25 万円未満』、『25 万円以上 50 万円未
満』が約 3 割、『50 万円以上 100 万円未満』が約 2 割とばらつきがある。累積では、『50
万円未満』までで約 6 割、『100 万円未満』までで約 8 割を占める。これらの 3 設問を組み
合わせ、「差額が許容範囲であればよい（差額が 50 万円超）」を 1 位として、「差額が許容
範囲であればよい（差額が 50 万円以内）」「差額を回収できればよい（回収期間は 5 年以上）」
「差額を回収できればよい（回収期間は 3～4 年）」、「差額を回収できればよい（回収期間は
1～2 年）」、「購入しない」までの 6 つのカテゴリーを作成した。費用選好は、以上の 6 段
表 5-3  航続距離を条件とした場合の購入選好 
 




要求水準　250～300km程度 646 17% 2
要求水準　350～400km程度 856 23% 3
要求水準　450～500km程度 871 23% 4










差額許容額　50万円以上 168 4% 1
差額許容額　50万円未満 274 7% 2
希望回収期間　5年以上 960 25% 3
希望回収期間　3-4年 1,196 32% 4


























KMO の標本妥当性は 0.791 であり、サンプル数は適正であると考えられる。因子２と因










































EV・充電知識に関する項目は、EV の基本的な性能や走行特性に関する 11 項目、充電
方法や充電量・充電時間等の５項目であり、「聞いたことがありよく知っている：１」、「聞
表 5-5  因子負荷量（最尤法・プロマックス回転） 
 
表 5-6 5群の被験者の人数分布と消費性向因子の得点 
 
1 2 3
新商品や評判の店舗情報の先取りが他人より早い 0.951 -0.045 0.011
新商品の購入や評判の店舗を利用するのが他人より早い 0.914 -0.033 0.008
商品や店舗の情報について他人に聞かれることが多い 0.792 -0.009 0.016
商品や店舗の情報を他人に伝えたり、勧めたりする 0.666 0.073 -0.014
商品購入する時は環境によい商品か確認する -0.038 0.963 -0.090
商品を購入する時は、環境に配慮した商品を選ぶ 0.196 0.724 -0.038
冷暖房はこまめに温度調整する -0.083 0.613 0.109
電気製品のプラグを抜く -0.045 0.513 0.157
近い所に行く時は、徒歩か自転車を使う -0.046 0.033 0.816






平均値 -1.02 -0.78 -0.78
標準偏差 0.64 0.67 0.69
平均値 1.02 -0.46 -0.68
標準偏差 0.58 0.72 0.53
平均値 -0.07 -0.08 -0.11
標準偏差 0.45 0.66 0.41
平均値 -0.42 0.59 0.95
標準偏差 0.54 0.70 0.44
平均値 1.15 0.98 0.87

















関する設問について、重み付けを他の 2 倍に設定し、計 13 項目で、カテゴリカル主成分分
析を行った（表 5-7）。 
その結果、カイザーガットマン基準の「固有値が１以上」で３次元が抽出された。第 1















































表 5-7 主成分負荷量 
 
 
表 5-8 5群の被験者の人数分布と EV・充電知識の主成分得点 
 
1 2 3
ガソリンは全く使用せずに電気で走る車である 1 .567 .557 -.028
加速性能がよい 2 .659 -.029 -.027
走行時の音が静かである 1 .521 .642 -.057
走行時に二酸化炭素や大気汚染物質を出さない 1 .522 .673 -.064
同等クラスのガソリン車と比べて航続距離が短い 1 .598 .542 -.081
量産型では、軽自動車と普通自動車が販売されている 1 .705 .124 -.086
１回の満充電で軽自動車は160km、普通自動車は200km 2 .802 -.088 -.157
市街地だと、１回の充電で走れる距離が７割 2 .783 -.353 -.364
エアコン使用時は走行距離が非使用時の７割 2 .786 -.310 -.360
同等クラスのガソリン車よりも車両価格が高い 1 .567 .521 -.066
同じ距離・クラスだと電気代の方が安い 1 .694 .104 .005
自宅で充電することができる 1 .601 .341 .144
電気自動車充電用のコンセントが必要 1 .637 .084 .168
「普通充電」と「急速充電」がある 1 .797 -.032 .272
急速充電器でゼロから８割まで30分 2 .806 -.238 .398




EV知識総量 基礎-上級知識 走行-充電知識 実数
平均値 -1.79 0.67 0.11
標準偏差 0.26 0.22 0.31
平均値 -0.61 -0.38 -1.56
標準偏差 0.64 0.57 0.78
平均値 -0.32 -0.46 0.84
標準偏差 0.50 0.54 0.84
平均値 0.80 -0.71 -0.05
標準偏差 0.36 0.72 0.38
平均値 0.83 1.44 -0.11




























表 5-9 順序ロジスティック回帰モデルの有意性 
 
 
表 5-10 順序ロジスティック回帰交互作用モデルの有意性 
 
 
-2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率
切片のみ 13132.889 12212.260
最終 12914.892 217.998 36 .000 11947.927 264.333 36 .000
切片のみ 8474.940 7959.553
最終 8327.683 147.257 35 .000 7783.174 176.379 35 .000
切片のみ 4573.949 4191.539
最終 4485.164 88.785 35 .000 4092.881 98.658 35 .000
切片のみ 7112.683 6633.794
最終 6991.067 121.616 34 .000 6467.046 166.748 34 .000
切片のみ 4282.437 3960.156
最終 4193.541 88.896 34 .000 3856.652 103.503 34 .000
切片のみ 1722.052 1607.000











-2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率 -2 対数尤度 カイ 2 乗 自由度 有意確率
切片のみ 13132.889 12212.260
最終 12880.922 251.968 71 .000 11907.957 304.303 71 .000
切片のみ 13132.889 12212.260
最終 12858.935 273.955 104 .000 11884.035 328.226 104 .000
切片のみ 12858.935 11884.035
















200km 以内/日、300km 以内/日の方が購入意向が強く、200km/日以内の方がより強い。 














有者は購入選好が強い。1 日当たりの最長走行距離は、300km 以下の人の方が 300km 超
の人より購入選好が強い傾向は、3 台以上保有者で顕著であり、2 台保有者、1 台保有者の
順で弱くなる。すなわち、300km を境に購入選好は強くなると考えられる。バス停までの




20 歳代のみ有意差がみられた。20 歳代では、1 台保有者より 2 台保有者の方が有意に購
入選好が弱いが、それ以外には差異がないことが明らかとなった。距離選好の規定要因と









表 5-11 距離選好に関する順序ロジスティック回帰分析結果（回帰係数一覧） 
 
     有意水準 *** p <0.01,** p <0.05,* p <0.1 
[距離選好　現状程度で購入=1] -3.008 *** -3.219 *** -2.943 *** -3.254 *** -2.978 *** -2.190 ***
[距離選好　300kmまで伸びれば購入=2] -1.871 *** -2.095 *** -1.760 *** -2.125 *** -1.766 *** -1.142 *
[距離選好　400kmまで伸びれば購入=3] -.857 *** -.997 *** -.871 ** -1.100 *** -.781 * -.003
[距離選好　500kmまで伸びれば購入=4] .211 .228 -.089 -.052 .282 1.259 **
[距離選好　550km以上伸びれば購入=5] .777 *** .862 *** .377 .461 .857 ** 2.083 ***
[性別男=1] .163 ** .211 ** .090 .231
[性別女=2] 0a 0a 0a 0a
[保有台数1台=1] .015 .057 -.139
[保有台数2台=2] .003 -.034 .010
[保有台数3台以上=3] 0a 0a 0a
[年齢20歳代=1] .367 *** .361 ** .448 ** .102 .798 *** .930 **
[年齢30歳代=2] .417 *** .500 *** .309 ** .357 *** .399 ** .835 ***
[年齢40歳代=3] .427 *** .413 *** .529 *** .392 *** .401 ** .663 **
[年齢50歳代=4] .234 *** .180 * .372 ** .191 .237 .440 *
[年齢60歳以上=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[世帯年収500万円未満=1] -.130 -.266 ** .134 -.229 -.121 .295
[世帯年収1000万円未満=2] -.058 -.085 -.024 -.090 -.045 -.188
[世帯年収1000万円以上=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[配偶者との同居有=1] -.067 -.048 -.085 -.183 * .038 .559 *
[配偶者との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[子との同居有=1] -.131 * -.094 -.221 ** -.105 -.158 -.338
[子との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[親との同居有=1] -.011 .020 -.074 -.083 .095 -.017
[親との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[消費性向イノ・エコ意識群=1] -.376 *** -.407 *** -.303 * -.340 *** -.329 * -.478 *
[消費性向エコ群=2] -.353 *** -.300 ** -.388 ** -.329 ** -.284 -.639 *
[消費性向中間群=3] -.309 *** -.289 ** -.311 ** -.252 ** -.362 ** -.241
[消費性向イノ・低エコ意識群=4] -.141 -.209 -.022 -.068 -.041 -.368
[消費性向非イノ・低エコ意識群=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[EV知識総知識多=1] -.171 -.162 -.012 -.222 -.011 -.565 *
[EV知識基礎知識+走行知識=2] -.309 *** -.236 * -.412 ** -.283 ** -.276 -.787 ***
[EV知識基礎知識+充電知識=3] -.157 * -.126 -.176 -.216 * -.083 -.239
[EV知識中間=4] -.116 -.066 -.145 -.131 -.045 -.565 **
[EV知識無群=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[軽自動車である=1] -.152 * -.069 -.303 ** -.247 ** -.051 -.026
[普通・小型自動車である=2] -.115 * -.120 -.124 -.191 ** -.087 .225
[その他の車種である=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[1日あたり最長走行距離200km以下=1] -.616 *** -.579 *** -.699 *** -.525 *** -.735 *** -.857 ***
[1日あたり最長走行距離300km以下=2] -.355 *** -.376 *** -.331 ** -.208 * -.426 *** -0.989 ***
[1日あたり最長走行距離300km超=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[年間走行距離5000km以下=1] -.028 -.100 .084 -.080 -.023 .311
[年間走行距離10000km以下=2] -.078 -.116 .000 -.051 -.136 .155
[年間走行距離15000km以下=3] -.023 -.105 .186 .003 .029 .112
[年間走行距離15000km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[年間長距離外出頻度使用なし=1] .206 .346 * .111 .127 .365 -.094
[年間長距離外出頻度月1～数年1回=2] -.079 -.082 -.078 -.070 -.019 -.149
[年間長距離外出頻度月2～週2回=3] .002 .061 -.087 .009 .103 -.339
[年間長距離外出頻度週3回以上=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[最寄バス停までの距離500m未満=1] -.278 ** -.184 -.421 ** -.379 ** -.402 ** .259
[最寄バス停までの距離1km未満=2] -.196 * -.169 -.231 -.278 * -.418 ** .577 **
[最寄バス停までの距離3km未満=3] -.019 .058 -.123 -.255 .006 .536 *
[最寄バス停までの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[最寄GSまでの距離距離500m未満=1] -.062 -.169 .132 -.113 -.038 .270
[最寄GSまでの距離1km未満=2] -.043 -.089 .088 -.075 .060 -.196
[最寄GSまでの距離3km未満=3] -.103 -.097 -.128 -.121 -.123 .162
[最寄GSまでの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
全体 性別のサブグループ
家庭内保有台数のサブグループ




表 5-12 距離選好に関する順序ロジスティック回帰分析結果（交互作用モデル回帰係数一覧） 
 
    有意水準 *** p <0.01,** p <0.05,* p <0.1 
 
[距離選好　現状程度で購入=1] -3.332 *** -2.052 ***
[距離選好　300kmまで伸びれば購入=2] -2.187 *** -0.906
[距離選好　400kmまで伸びれば購入=3] -1.167 *** .120
[距離選好　500kmまで伸びれば購入=4] -.093 1.200 *
[距離選好　550km以上伸びれば購入=5] 0.475 1.770 ***
[性別男=1] -.292 .210 .005 -.120
[性別女=2] 0a 0a 0a 0a
[保有台数1台=1] -.168 .225 0a 1.269 * 0a
[保有台数2台=2] .008 -.038 0a .909 0a
[保有台数3台以上=3] 0a 0a 0a 0a 0a
[年齢20歳代=1] .480 ** -.148 0a .840 ** -.737 * -.036 0a
[年齢30歳代=2] .337 ** .121 0a .746 ** -.381 -.345 0a
[年齢40歳代=3] .593 *** -.213 0a .590 ** -.191 -.185 0a
[年齢50歳代=4] .401 *** -.234 0a .402 -.209 -.164 0a
[年齢60歳以上=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[世帯年収500万円未満=1] .150 -.391 * 0a .280 -.517 * -.401 0a
[世帯年収1000万円未満=2] -.029 -.045 0a -.154 .059 .110 0a
[世帯年収1000万円以上=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[配偶者との同居有=1] -.104 .065 0a .508 * -.696 ** -.471 0a
[配偶者との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[子との同居有=1] -.242 ** .156 0a -.290 .182 .132 0a
[子との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[親との同居有=1] -.088 .110 0a -.002 -.084 .097 0a
[親との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[消費性向イノ・エコ意識群=1] -.333 ** -.048 0a -.430 * .084 .102 0a
[消費性向エコ群=2] -.448 ** .165 0a -.602 .265 .318 0a
[消費性向中間群=3] -.345 ** .070 0a -.209 -.047 -.154 0a
[消費性向イノ・低エコ意識群=4] -.013 -.183 0a -.318 .248 .280 0a
[消費性向非イノ・低エコ意識群=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[EV知識総知識多=1] -.018 -.130 0a -.501 * .272 .490 0a
[EV知識基礎知識+走行知識=2] -.487 *** .266 0a -.701 ** .409 .422 0a
[EV知識基礎知識+充電知識=3] -.225 .113 0a -.196 -.028 .111 0a
[EV知識中間=4] -.182 .123 0a -.482 * .346 .437 0a
[EV知識無群=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[軽自動車である=1] -.332 ** .270 0a -.035 -.217 -.017 0a
[普通・小型自動車である=2] -.142 .027 0a .193 -.386 * -.280 0a
[その他の車種である=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[1日あたり最長走行距離200km以下=1] -.820 *** .286 * 0a -.771 *** .237 .027 0a
[1日あたり最長走行距離300km以下=2] -.408 ** .066 0a -.903 *** .690 * .469 0a
[1日あたり最長走行距離300km超=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[年間走行距離5000km以下=1] .071 -.162 0a .290 -.372 -.315 0a
[年間走行距離10000km以下=2] -.018 -.085 0a .144 -.198 -.284 0a
[年間走行距離15000km以下=3] .184 -.281 0a .096 -.094 -.068 0a
[年間走行距離15000km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[年間長距離外出頻度使用なし=1] .133 .188 0a -.084 .214 .454 0a
[年間長距離外出頻度月1～数年1回=2] -.093 .017 0a -.132 .060 .112 0a
[年間長距離外出頻度月2～週2回=3] -.121 .180 0a -.291 .299 .393 0a
[年間長距離外出頻度週3回以上=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[最寄バス停までの距離500m未満=1] -.510 *** .343 0a .248 -.637 ** -.654 ** 0a
[最寄バス停までの距離1km未満=2] -.294 .143 0a .520 * -.806 ** -.942 *** 0a
[最寄バス停までの距離3km未満=3] -.165 .227 0a .494 -.756 * -.490 0a
[最寄バス停までの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[最寄GSまでの距離距離500m未満=1] .142 -.297 0a .245 -.361 -.284 0a
[最寄GSまでの距離1km未満=2] .093 -.175 0a -.157 .081 .218 0a
[最寄GSまでの距離3km未満=3] -.142 .056 0a .158 -.282 -.281 0a
[最寄GSまでの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a











































表 5-13 費用選好に関する順序ロジスティック回帰分析結果（回帰係数一覧） 
 
     有意水準 *** p <0.01,** p <0.05,* p <0.1 
[費用選好　差額許容　50万円超=1] -4.106 *** -3.751 *** -4.461 *** -4.327 *** -4.039 *** -4.629 ***
[費用選好　差額許容　50万円以内=2] -3.043 *** -2.736 *** -3.272 *** -3.319 *** -2.945 *** -3.357 ***
[費用選好　回収期間　5年以上=3] -1.493 *** -1.118 *** -1.852 *** -1.717 *** -1.358 *** -1.995 ***
[費用選好　回収期間3-4年=4] -.100 .275 -.424 -.349 .050 -.403
[費用選好　回収期間1-2年=5] 0.821 *** 1.056 *** .751 * .524 * 1.068 *** .541
[性別男=1] -.179 *** -.128 -.216 * -.341 *
[性別女=2] 0a 0a 0a 0a
[保有台数1台=1] .104 .171 -.052
[保有台数2台=2] .037 .036 .014
[保有台数3台以上=3] 0a 0a 0a
[年齢20歳代=1] .474 *** .503 *** .535 *** .460 *** .644 *** .219
[年齢30歳代=2] .444 *** .450 *** .486 *** .493 *** .383 ** .264
[年齢40歳代=3] .464 *** .485 *** .520 *** .498 *** .382 ** .450
[年齢50歳代=4] .110 .080 .191 .179 .118 -.282
[年齢60歳以上=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[世帯年収500万円未満=1] .081 .018 .264 .015 .262 -.031
[世帯年収1000万円未満=2] .007 -.051 .179 .017 .071 -.160
[世帯年収1000万円以上=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[配偶者との同居有=1] -.068 .049 -.218 * -.065 -.078 -.032
[配偶者との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[子との同居有=1] -.094 -.121 -.102 -.068 -.144 -.079
[子との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[親との同居有=1] .087 .217 ** -.172 -.075 .284 * .121
[親との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[消費性向イノ・エコ意識群=1] -.475 *** -.516 *** -.445 *** -.492 *** -.311 * -.769 ***
[消費性向エコ群=2] -.353 *** -.503 *** -.109 -.328 ** -.294 *** -.587
[消費性向中間群=3] -.348 *** -.418 *** -.244 * -.362 *** -.345 ** -.371
[消費性向イノ・低エコ意識群=4] -.066 -.255 * .282 * .040 -.086 -.361
[消費性向非イノ・低エコ意識群=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[EV知識総知識多=1] -.656 *** -.696 *** -.531 ** -.648 *** -.767 *** -.586 *
[EV知識基礎知識+走行知識=2] -.476 *** -.533 *** -.384 ** -.606 *** -.341 * -.415
[EV知識基礎知識+充電知識=3] -.368 *** -.450 *** -.204 -.448 *** -.202 -.546 **
[EV知識中間=4] -.190 ** -.184 -.221 * -.210 * -.107 -.418
[EV知識無群=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[軽自動車である=1] .003 .129 -.201 .036 .122 -.455 **
[普通・小型自動車である=2] -.074 -.057 -.180 -.015 -.084 -.414 **
[その他の車種である=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[1日あたり最長走行距離200km以下=1] -.142 * -.115 -.267 * -.146 -.176 -.142
[1日あたり最長走行距離300km以下=2] -.023 .073 -.297 * -.013 -.091 0.216
[1日あたり最長走行距離300km超=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[年間走行距離5000km以下=1] -.116 -.303 *** .216 -.272 ** .138 -.122
[年間走行距離10000km以下=2] -.178 ** -.269 ** .013 -.332 *** -.001 -.041
[年間走行距離15000km以下=3] -.276 ** -.399 *** .061 -.478 *** -.173 .278
[年間走行距離15000km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[年間長距離外出頻度使用なし=1] .114 .329 -.125 .290 -.075 .047
[年間長距離外出頻度月1～数年1回=2] -.155 -.050 -.329 * -.140 -.158 -.191
[年間長距離外出頻度月2～週2回=3] -.204 * -.088 -.442 ** -.146 -.162 -.709 **
[年間長距離外出頻度週3回以上=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[最寄バス停までの距離500m未満=1] -.167 -.017 -.405 ** -.229 -.317 * .204
[最寄バス停までの距離1km未満=2] -.088 .081 -.343 * -.261 -.068 .429
[最寄バス停までの距離3km未満=3] .050 .261 -.244 .085 -.205 .484
[最寄バス停までの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[最寄GSまでの距離距離500m未満=1] -.158 -.133 -.180 -.155 -.197 .047
[最寄GSまでの距離1km未満=2] .015 .000 .061 -.002 .166 -.262
[最寄GSまでの距離3km未満=3] -.140 * -.146 -.129 -.074 -.315 ** .135
[最寄GSまでの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
全体 性別のサブグループ
家庭内保有台数のサブグループ




表 5-14 費用選好に関する順序ロジスティック回帰分析結果（交互作用モデル回帰係数一覧） 
 
   有意水準 *** p <0.01,** p <0.05,* p <0.1 
 
[費用選好　差額許容　50万円超=1] -4.339 *** -4.469 ***
[費用選好　差額許容　50万円以内=2] -3.275 *** -3.400 ***
[費用選好　回収期間　5年以上=3] -1.717 *** -1.834 ***
[費用選好　回収期間3-4年=4] -.313 -.425
[費用選好　回収期間1-2年=5] .615 .504
[性別男=1] -.541 0a -.326 .193 .113 0a
[性別女=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[保有台数1台=1] -.061 .234 0a -.053 0a
[保有台数2台=2] .009 .028 0a -.504 0a
[保有台数3台以上=3] 0a 0a 0a 0a 0a
[年齢20歳代=1] .510 ** .007 0a .206 .262 .420 0a
[年齢30歳代=2] .476 *** -.016 0a .254 .247 .120 0a
[年齢40歳代=3] .503 *** -.011 0a .436 .071 -.063 0a
[年齢50歳代=4] .190 -.110 0a -.274 .454 .388 0a
[年齢60歳以上=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[世帯年収500万円未満=1] .256 -.239 0a -.035 .049 .291 0a
[世帯年収1000万円未満=2] .170 -.226 0a -.158 .174 .228 0a
[世帯年収1000万円以上=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[配偶者との同居有=1] -.211 .259 0a -.037 -.030 -.040 0a
[配偶者との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[子との同居有=1] -.096 -.028 0a -.075 .005 -.066 0a
[子との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[親との同居有=1] -.163 .384 ** 0a .115 -.191 .165 0a
[親との同居無=2] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[消費性向イノ・エコ意識群=1] -.428 *** -.099 0a -.743 *** .242 .436 0a
[消費性向エコ群=2] -.103 -.410 * 0a -.577 .242 .288 0a
[消費性向中間群=3] -.232 -.197 0a -.356 -.014 .018 0a
[消費性向イノ・低エコ意識群=4] .272 -.537 ** 0a -.344 .385 .261 0a
[消費性向非イノ・低エコ意識群=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[EV知識総知識多=1] -.504 ** -.203 0a -.572 * -.089 -.181 0a
[EV知識基礎知識+走行知識=2] -.358 ** -.189 0a -.409 -.211 .076 0a
[EV知識基礎知識+充電知識=3] -.178 -.284 0a -.531 ** .071 .334 0a
[EV知識中間=4] -.201 .008 0a -.405 .189 .302 0a
[EV知識無群=5] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[軽自動車である=1] -.194 .327 * 0a -.440 * .476 * .558 * 0a
[普通・小型自動車である=2] -.174 .115 0a -.399 * .383 * .314 0a
[その他の車種である=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[1日あたり最長走行距離200km以下=1] -.248 * .132 0a -.137 -.011 -.036 0a
[1日あたり最長走行距離300km以下=2] -.282 * .360 * 0a .209 -.221 -.299 0a
[1日あたり最長走行距離300km超=3] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[年間走行距離5000km以下=1] .202 -.513 *** 0a -.126 -.152 .263 0a
[年間走行距離10000km以下=2] -.001 -.279 0a -.039 -.299 .039 0a
[年間走行距離15000km以下=3] .043 -.453 * 0a .270 -.757 ** -.440 0a
[年間走行距離15000km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[年間長距離外出頻度使用なし=1] -.108 .440 .129 0a .056 .236 -.127 0a
[年間長距離外出頻度月1～数年1回=2] -.301 * .250 .243 0a -.175 .032 .022 0a
[年間長距離外出頻度月2～週2回=3] -.407 ** .316 .172 0a -.676 ** .526 .520 0a
[年間長距離外出頻度週3回以上=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[最寄バス停までの距離500m未満=1] -.375 ** .357 0a .212 -.447 -.520 0a
[最寄バス停までの距離1km未満=2] -.310 * .391 0a .422 -.690 ** -.485 0a
[最寄バス停までの距離3km未満=3] -.228 .495 * 0a .470 -.383 -.667 * 0a
[最寄バス停までの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
[最寄GSまでの距離距離500m未満=1] -.175 .042 0a .032 -.189 -.224 0a
[最寄GSまでの距離1km未満=2] .053 -.054 0a -.257 .255 .419 0a
[最寄GSまでの距離3km未満=3] -.129 -.022 0a .130 -.206 -.439 * 0a
[最寄GSまでの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a 0a 0a 0a
性別の交互作用 家庭内保有台数の交互作用
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   有意水準 *** p <0.01,** p <0.05,* p <0.1 
 
[距離選好　現状程度で購入=1] -3.320 *** [費用選好　差額許容　50万円超=1] -4.415 ***
[距離選好　300kmまで伸びれば購入=2] -2.174 *** [費用選好　差額許容　50万円以内=2] -3.346 ***
[距離選好　400kmまで伸びれば購入=3] -1.149 *** [費用選好　回収期間　5年以上=3] -1.781 ***
[距離選好　500kmまで伸びれば購入=4] -.069 [費用選好　回収期間3-4年=4] -.371
[距離選好　550km以上伸びれば購入=5] .501 [費用選好　回収期間1-2年=5] .557 *
[距離選好　購入しない=6] [距離選好　購入しない=6]
[性別男=1] .215 ** 0a -.125 -.005 [性別男=1] -.133 0a -.080 -.193
[性別女=2] 0a 0a 0a 0a [性別女=2] 0a 0a 0a 0a
[保有台数3台以上=1] -1.269 * 0a [保有台数3台以上=1] .053 0a
[保有台数2台=2] -.359 0a [保有台数2台=2] -.451 0a
[保有台数1台=3] 0a 0a [保有台数1台=3] 0a 0a
[年齢20歳代=1] .103 0a .701 ** .737 * [年齢20歳代=1] .468 *** 0a .158 -.262
[年齢30歳代=2] .365 *** 0a .036 .381 [年齢30歳代=2] .501 *** 0a -.127 -.247
[年齢40歳代=3] .399 *** 0a .006 .191 [年齢40歳代=3] .506 *** 0a -.134 -.071
[年齢50歳代=4] .193 0a .045 .209 [年齢50歳代=4] .180 0a -.066 -.454
[年齢60歳以上=5] 0a 0a 0a 0a [年齢60歳以上=5] 0a 0a 0a 0a
[世帯年収500万円未満=1] -.236 0a .116 .517 * [世帯年収500万円未満=1] .014 0a .243 -.049
[世帯年収1000万円未満=2] -.095 0a .051 -.059 [世帯年収1000万円未満=2] .016 0a .054 -.174
[世帯年収1000万円以上=3] 0a 0a 0a 0a [世帯年収1000万円以上=3] 0a 0a 0a 0a
[配偶者との同居有=1] -.189 * 0a .225 .696 ** [配偶者との同居有=1] -.067 0a -.010 .030
[配偶者との同居無=2] 0a 0a 0a 0a [配偶者との同居無=2] 0a 0a 0a 0a
[子との同居有=1] -.108 0a -.050 -.182 [子との同居有=1] -.069 0a -.071 -.005
[子との同居無=2] 0a 0a 0a 0a [子との同居無=2] 0a 0a 0a 0a
[親との同居有=1] -.086 0a .181 .084 [親との同居有=1] -.076 0a .356 * .191
[親との同居無=2] 0a 0a 0a 0a [親との同居無=2] 0a 0a 0a 0a
[消費性向イノ・エコ意識群=1] -.346 *** 0a .018 -.084 [消費性向イノ・エコ意識群=1] -.501 *** 0a .195 -.242
[消費性向エコ群=2] -.337 ** 0a .053 -.265 [消費性向エコ群=2] -.335 ** 0a .046 -.242
[消費性向中間群=3] -.256 ** 0a -.107 .047 [消費性向中間群=3] -.370 *** 0a .032 .014
[消費性向イノ・低エコ意識群=4] -.069 0a .032 -.248 [消費性向イノ・低エコ意識群=4] .041 0a -.124 -.385
[消費性向非イノ・低エコ意識群=5] 0a 0a 0a 0a [消費性向非イノ・低エコ意識群=5] 0a 0a 0a 0a
[EV知識総知識多=1] -.229 0a .218 -.272 [EV知識総知識多=1] -.661 *** 0a -.092 .089
[EV知識基礎知識+走行知識=2] -.291 ** 0a .013 -.409 [EV知識基礎知識+走行知識=2] -.620 *** 0a .287 .211
[EV知識基礎知識+充電知識=3] -.224 * 0a .140 .028 [EV知識基礎知識+充電知識=3] -.459 *** 0a .263 -.071
[EV知識中間=4] -.137 0a .092 -.346 [EV知識中間=4] -.217 * 0a .113 -.189
[EV知識無群=5] 0a 0a 0a 0a [EV知識無群=5] 0a 0a 0a 0a
[軽自動車である=1] -.251 ** 0a .200 .217 [軽自動車である=1] .036 0a .082 -.476 *
[普通・小型自動車である=2] -.194 ** 0a .107 .386 * [普通・小型自動車である=2] -.016 0a -.068 -.383 *
[その他の車種である=3] 0a 0a 0a 0a [その他の車種である=3] 0a 0a 0a 0a
[1日あたり最長走行距離200km以下=1] -.535 *** 0a -.210 -.237 [1日あたり最長走行距離200km以下=1] -.148 0a -.024 .011
[1日あたり最長走行距離300km以下=2] -.213 * 0a -.221 -.690 ** [1日あたり最長走行距離300km以下=2] -.012 0a -.078 0.221
[1日あたり最長走行距離300km超=3] 0a 0a 0a 0a [1日あたり最長走行距離300km超=3] 0a 0a 0a 0a
[年間走行距離5000km以下=1] -.082 0a .057 .372 [年間走行距離5000km以下=1] -.278 ** 0a .415 ** .152
[年間走行距離10000km以下=2] -.054 0a -.086 .198 [年間走行距離10000km以下=2] -.339 * 0a .339 * .299
[年間走行距離15000km以下=3] .002 0a .026 .094 [年間走行距離15000km以下=3] -.487 * 0a .317 .757 **
[年間走行距離15000km超=4] 0a 0a 0a 0a [年間走行距離15000km超=4] 0a 0a 0a 0a
[年間長距離外出頻度使用なし=1] .130 0a .239 -.214 [年間長距離外出頻度使用なし=1] .292 0a -.363 -.236
[年間長距離外出頻度月1～数年1回=2] -.072 0a .052 -.060 [年間長距離外出頻度月1～数年1回=2] -.143 0a -.010 -.032
[年間長距離外出頻度月2～週2回=3] .007 0a .095 -.299 [年間長距離外出頻度月2～週2回=3] -.150 0a -.006 -.526
[年間長距離外出頻度週3回以上=4] 0a 0a 0a 0a [年間長距離外出頻度週3回以上=4] 0a 0a 0a 0a
[最寄バス停までの距離500m未満=1] -.389 ** 0a -.018 .637 ** [最寄バス停までの距離500m未満=1] -.235 0a -.073 .447
[最寄バス停までの距離1km未満=2] -.286 * 0a -.136 .806 ** [最寄バス停までの距離1km未満=2] -.269 0a .205 .690 **
[最寄バス停までの距離3km未満=3] -.262 0a .266 .756 * [最寄バス停までの距離3km未満=3] .088 0a -.284 .383
[最寄バス停までの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a [最寄バス停までの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a
[最寄GSまでの距離距離500m未満=1] -.116 0a .078 .361 [最寄GSまでの距離距離500m未満=1] -.157 0a -.036 .189
[最寄GSまでの距離1km未満=2] -.077 0a .137 -.081 [最寄GSまでの距離1km未満=2] -.002 0a .164 -.255
[最寄GSまでの距離3km未満=3] -.124 0a .001 .282 [最寄GSまでの距離3km未満=3] -.076 0a -.234 .206
[最寄GSまでの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a [最寄GSまでの距離3km超=4] 0a 0a 0a 0a
３台保有
家庭内保有台数の交互作用 家庭内保有台数の交互作用
全体 １台保有 ２台保有 ３台保有 全体 １台保有 ２台保有
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際、自家用車の 10 年以内の買替予定や、EV の購入意向を考慮し、充電環境に基づき今後





























EV までの距離を想定するための設問である。「3m 未満」から「15m 以上」までの 5 段階






を問う設問で、設問文は表 6-1 の通りである。  
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本章で使用する分析サンプルを（表 6-2）、保有台数別では 1 台保有者 3,816 サンプル
(59%)、2 台保有者 1,926 サンプル(30%)、3 台以上保有者 776 サンプル(12%)で、計 6,518
サンプルである。また、本研究では、2 台保有者は 2 台分、3 台以上保有する方には、回
答者の方が主に運転する車両について、年間走行距離が長い順に 2台まで回答を得ている。
駐車場データは、車両ベースのデータであり、全数では、1 台保有者データ 3,816 件(41%)、
2 台保有者データ 3852 件(42%)、3 台保有者データ 1,552(17%)件の計 9,220 件である。 
このうち、今後 10 年以内の EV の普及可能性の考察は、次の 3 条件により絞り込んだ
サンプルを対象とした分析結果に基づき行う。駐車環境の分析（次章 6.3.5）では、「【条件
1】10 年以内、現在保有する車両の買い替え予定があり」かつ、「【条件 2】EV の購入可能







































置工事が可能な「【条件 3】駐車場を自己保有」する者に限定（表 6-2④）する。 
 





本章で用いる分析サンプルの、回答者の基本属性を表 6-3 に示す。 
回答者の性別は「男性」が全体の 60%と多い。年齢別では、「20 歳代」が約 10%と少な








① ② ③ ④
全数 あり あり あり
全数 全数 あり あり
全数 全数 全数 あり
1台保有 3,816 3,183 2,814 1,854
2台保有 1,926 1,684 1,494 1,251
3台以上保有 776 661 598 555
計 6,518 5,528 4,906 3,660
1台保有 3,816 3,183 2,814 1,854
2台保有 3,852 2,702 2,411 1,982
3台以上保有 1,552 1,036 937 854
計 9,220 6,921 6,162 4,690
回答者 ― ― ― 充電意向










自家用車の世帯内保有台数は、1 台が 59%、2 台が 30%、3 台以上が 12%である*5。住
居形態別にみると、「持家・戸建住宅」では、半数が 2 台以上と複数台保有している（図
6-1）。一方、「持家・集合住宅」は 8 割以上が 1 台保有である。 
 
表 6-3 回答者の基本属性（%） 
 
 
図 6-1 住居形態別の世帯内保有台数 
回答者の属性について、地域的な特徴を述べる。表 6-4 が①全数、表 6-5 が④駐車場自己
保有の居住地別基本属性である。 





者が多い「南関東」と「近畿」は 1 台保有者が多く、「北関東」「北陸・甲信越」は 3 台以
上保有者が多くなっている。 
 ④駐車場自己保有では、①全数に比べて、「北海道」、「南関東」、「九州・沖縄」では持家・
戸建比率が 20 ポイント以上高くなり、賃貸・集合比率が低くなっている、「四国」では 1










男性 60.2 61.7 北海道 4.8 4.2
女性 39.8 38.3 東北 8.4 9.3
20歳代 10.5 7.5 北関東 7.1 8.1
30歳代 19.9 17.0 南関東 21.3 19.0
40歳代 20.2 20.1 北陸･甲信越 7.1 7.9
50歳代 20.3 22.8 中部 13.7 15.3
60歳以上 29.1 32.5 近畿 15.1 13.9
持家・戸建 65.9 84.7 中国 6.7 6.8
持家・集合 10.8 5.8 四国 3.9 3.9
賃貸・戸建 4.0 3.3 九州･沖縄 11.6 11.6
賃貸・集合 18.3 5.5 １台 58.5 50.7


























































北海道 58.0 33.0 59.9 11.9 3.5 23.4 68.3 23.7 8.0
東北 58.4 29.3 76.0 3.5 6.0 13.8 47.1 35.8 17.1
北関東 57.4 24.5 74.4 2.4 3.7 18.5 39.8 39.8 20.4
南関東 66.6 28.3 56.6 20.0 2.6 20.0 79.2 16.8 4.0
北陸･甲信越 55.6 33.0 77.3 3.2 4.7 13.9 38.4 36.7 24.9
中部 57.5 26.5 69.9 10.2 2.7 16.4 47.4 37.7 14.9
近畿 61.7 30.2 64.9 14.2 3.6 16.7 70.9 22.5 6.6
中国 57.9 32.3 69.6 5.9 4.8 18.1 49.7 34.6 15.8
四国 56.4 29.6 69.6 3.5 5.4 19.5 48.6 35.4 16.0
九州･沖縄 59.0 29.2 59.0 10.0 6.5 23.2 54.3 34.8 10.9















北海道 65.8 36.2 82.9 5.3 2.6 7.9 60.5 29.6 9.9
東北 61.5 33.8 90.6 2.1 2.9 3.8 42.1 37.9 20.0
北関東 59.9 28.3 87.5 1.7 3.4 6.7 35.0 41.8 23.2
南関東 66.0 31.6 79.1 12.8 2.0 5.6 74.2 20.4 5.5
北陸･甲信越 58.8 32.9 88.9 2.1 4.5 4.2 30.4 38.8 30.8
中部 57.2 30.8 87.1 5.7 1.4 5.2 38.6 43.3 18.1
近畿 65.0 36.1 84.7 6.7 3.3 4.9 66.4 26.3 7.3
中国 61.7 36.7 87.5 2.0 4.0 5.2 41.9 37.1 21.0
四国 59.4 29.4 83.9 4.2 3.5 7.0 38.5 41.3 20.3
九州･沖縄 58.9 31.0 80.8 4.9 6.8 6.3 46.2 40.4 13.4














図 6-2 住居形態別の駐車場の所有状況 
 







駐車場内にコンセントがある車両は約 4 割で、そのほとんどが 100V 用コンセントであ
る（図 6-4）。持家・戸建住宅世帯の車両では、約半数がコンセントが確保されていること
になる。 






















る（図 6-5）。駐車場にコンセントがある車両は 3,715 台あり、その 93%は、持家・戸建住
宅の車両である。「3m 未満」が約半数、「5m 未満」までで約 8 割となる。車両の向きによ
っては、より長い充電用ケーブルが必要となる可能性はあるが、これらは、おおむね量産









図 6-5 住居形態別のコンセントから駐車区画までの距離 
 
























駐車場の屋根の有無をみると、「屋内」が 1 割強、「屋外・屋根あり」が 3 割で、合わせ













図 6-6 住居形態別の駐車場の屋根の有無 
 
図 6-7 住居形態別の駐車場の照明・灯りの有無 
駐車場の所有形態・駐車方式・屋根の有無・灯りの有無を、すべて考慮した集計結果を
図 6-8 に示す。「自己保有・平面式・屋根あり・灯りあり」の条件を満たし、EV の充電に


























図 6-8 住居形態別の屋根・灯りの有無（①全数） 
6.3.5. EV への移行可能性がある車両の充電利便性 
 
 前項に示した住居形態別の屋根・灯りの有無について、分析対象を EV 移行可能性があ
る車両に限定して述べる。具体的には、「10 年以内に買替え予定があり」、かつ「EV の購
入可能性がある」回答者の車両（分析対象サンプル数は表 6-2③買替え予定あり・購入意
向あり）を、今後 10 年で EV への移行可能性がある車両*10とし、その駐車環境で充電利
便性が確保されるかどうかを確認する。 










図 6-9 住居形態別の屋根・灯りの有無（③買替予定あり・EV 購入意向あり） 








































すると 30 分かかる」、「200Ｖ（普通充電）で充電すると、満充電まで 7 時間かかる」の 5
問である。尺度は「聞いたことがあり、よく知っている」、「聞いたことがあるが、よく知
らない」、「聞いたことがない、今初めて知った」の 3 段階である。 
最もよく知られている充電知識は、「自宅で充電することができる」で、約半数が「よ
く知っている」と回答している（図 6-10）。ついで、「電気自動車充電用のコンセントが必
要である」が約 4 割、「充電には、『普通充電』と『急速充電』がある」が約 3 割程度であ
る。充電時間に関する「急速充電器でゼロから 8 割まで充電すると 30 分かかる」、「200
Ｖ（普通充電）で充電すると、満充電まで 7 時間かかる」は、知っている人が約 2 割とほ
とんどの人に知られていない。 
充電知識 5 問のうち、すべてを知っている人は 1 割にとどまり、すべて知らない人が 4
割と最も多い（図 6-11）。 
  
図 6-10 EV の充電に関する知識（n=3,660） 

























図 6-12 性別 EV の充電に関する知識 
 
※「聞いたことがあり、よく知っている」の比率 
図 6-13 年齢別 EV の充電に関する知識 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
すべて知らない 1項目 2項目 3項目 4項目 すべて知っている



















































































が 7 割と多い（図 6-17）。これらのうち「もっとも希望する設置場所」では、「スーパー・






「100 円以上 300 円未満」、「300 円以上 500 円未満」が 4 割と多い（図 6-18）。約 8 割は
「500 円未満」との回答であり、充電サービスの価格を 500 円とすると、日常的な利用で
の希望額を満たす人が 2 割にとどまる。住居形態による差異はみられなかった。 
 
図 6-17 急速充電の設置希望場所(n=2,498) 










































図 6-19 住居形態別充電に対する意向 
 

































問題の方が大きいことが示唆された。10 年以内に買替予定があり、かつ、保有者に EV の
購入意向がある車両に限定した場合でも、同様の傾向が示されている。特に、持家・戸建
世帯以外での充電利便性の確保が課題である。 

















*1 量産型の普通小型自動車タイプの EV（24kWh，航続距離 200km）では、電気量料金単価 25 円/kWh（従料電
灯 B の料金想定）の場合、走行距離当たりの電気代は 3 円/km と試算される。同等クラスのガソリン車（燃
費 16km）では、ガソリン単価 150 円/L の場合走行距離当たりのガソリン代は 9.38 円/km と試算され、EV の
方が走行費用は安価であると考えられる。 







*4 たとえば、日産自動車 LEAF では、ケーブルの長さは、200V 用 7.5m が標準装備されており、同 3m、同
15m がオプションである 13)。コンセントから駐車区画まで 15m 以上ある場合は、充電が困難であると考え
られる。 
*5 問 2⑧は、買い替え予定の有無に関する設問で、選択肢「1.~5.」の回答者は、「10 年以内の買い替え予定」
がある方である。問 2②は、駐車場の所有形態に関する設問である。 
*6 EV に対する購入意向の現状とその規定要因に関する分析結果は、第 5 章 16)に詳細を掲載している。 
*7 2010 年国勢調査の住宅に住む一般世帯の世帯数でみると、「持家・戸建住宅」が 52%、「持家・集合住宅」
が 10%、「賃貸・戸建住宅」が 3%、「賃貸・集合住宅」が 31%である。本研究の回答者の構成比は、これに
比べて「持家・戸建住宅」が 14 ポイント高く、「賃貸・集合住宅」が 13 ポイント低い。 
*8 本研究のサンプルの都道府県別構成比は、2010 年国勢調査の住宅に住む一般世帯のそれと比較すると、東
京が 6.5 ポイント、神奈川・大阪が 2 ポイント低い。他のほとんどの道府県においては、0.5 ポイント以下
の差異である。本研究のサンプルでは、自家用車を保有しない世帯が多い、東京や神奈川・大阪の比率が低
くなっていると考えられる。 





*10 6.2.3 節で詳述した通り、EV の将来的な航続距離の延伸や価格の低下を考慮した場合、購入可能性がある
回答者である。 
*11 本研究では、被験者が直感的にわかりやすい、充電の都度課金するシステムを想定し、急速充電の使用条







評価，日本エネルギー学会誌, Vol.32 No.5, 通巻 189 号 pp.42-47, 2011. 
2) 松原司・桑野将司・塚井誠人：選別・選択段階における他者への同調効果を考慮した電気自動車普及要因
に関する研究，土木計画学研究・論文集第 29 巻, ppI_691-I_699, 2012. 
3) 土屋依子・田頭直人・馬場健司：電気自動車の家庭への普及ポテンシャル : 航続距離・費用・充電設備か
らみた移行可能性，電力中央研究所報告. Y11032, pp1-50, 2012. 
4) Jonn Axsen, Kenneth S. Kuranib ： Who can recharge a plug-in electric vehicle at home?, 
Transportation Research Part D: Transport and Environment, Volume 17, Issue 5, pp349–353, 2012. 
5) 田口航平・岩佐明彦：郊外住宅地における駐車空間と街路環境の関係－付加された駐車空間による街路環
境への影響－，日本建築学会学術講演梗概集, pp1035-1036, 2003. 
6) 椋本省子・デワンカー バート：戸建住宅における駐車場計画に関する調査研究 : 北九州市若松区高須地
128 
 
区・青葉台花野路地区を事例として，日本建築学会研究報告. 九州支部研究報告第 47 号, pp629-632, 2008. 
7) 南兌坤・宇佐美諒・杉山茂一・徳尾野徹：既成市街地に立地する集合住宅における駐車空間の採り方，日
本建築学会計画系論文集 614 号, pp17-24, 2007. 
8) 田頭直人・池谷知彦：電気自動車・プラグインハイブリッド車の利用実態と利用者意識，電力中央研究所
報告, Y12029，pp1-40, 2013. 
9) 桑野将司・塚井誠人・岩本真由子：低公害車普及による長期 CO2 管理システムの開発，土木計画学研究・
論文集第 30 巻, ppI_479-I_488, 2013 
10) 石亀篤司・松田真典：充電インフラの適正配置に関する検討，オペレーションズ・リサーチ 7 月号, 
pp388-394, 2011. 
11) 日産自動車：LEAF web カタログ，http://ev.nissan.co.jp/LEAF/．（2015 年 6 月 9 日） 
12) 三菱自動車：EV ポータルサイト，http://www.ev-life.com/．（2015 年 6 月 9 日） 
13) 藤原栄一郎：非接触充電装置，電気設備学会誌，Vol. 33，No. 10，pp.763-766，2013．  
14) 経済産業省・国土交通省：電気自動車・プラグインハイブリッド自動車のための充電設備設置にあたって
のガイドブック，pp1-55，2012． 
15) 一般社団法人日本自動車工業会：2011 年度乗用車市場動向調査，pp1-97，2012． 
16) 土屋依子・伊藤史子・田頭直人・馬場健司・池谷知彦：電気自動車に対する消費選好と規定要因に関する
基礎的分析, 東京大学空間情報科学研究センター, Discussion Paper No.129 , pp.1-19，2014． 
17) トヨタ自動車：「電気利用車両向け非接触充電システムの実証実験を開始」，プレスリリース（2014 年 02
月 13 日） 
18) 土屋依子・田頭直人・池谷知彦・馬場健司・伊藤史子：電気自動車の自宅での充電環境の確保に関する一




第7章 自家用車の利用実態からみた電気自動車の地域別普及可能性         
- 関東圏を対象として 
 



































































EV の充電時間は車種により差があるが、量産型 EV では、空の状態から、普通充電で満













以上をまとめると、「EV の特性に適合する車両（以下、EV 適合車両）」は、「条件 1）
EV の 1 充電当たりの走行可能距離を越えた長距離利用の頻度が少なく(EV の 1 充電当た
りの走行距離の短さによる利便性の低下がない)」、「条件 2）一定の年間走行距離がある(EV
の方がガソリン車に比べて経済的な優位性がある)」と考えられる。 




ること」であるため、「短距離利用の頻度」の 4 項目について利用実態をみる。 











本章の構成とフローを図 7-1 に示す。本章は、4 段階 4 種の分析で構成し、それぞれ節
立てする。前半では、EV の普及可能性の考察に必要な、自家用車の利用実態とその規定
要因を明らかにする。後半では、関東圏を対象とするケーススタディを行い、地域類型を
用いて地域別の EV の普及可能性を考察する。 
第 1 段階(第 3 節)では、自家用車がどのように使われているのか、その実態を明らかに
する。具体的には、1)年間走行距離、2)1 日当たり 100km 以上の長距離移動での利用頻度
と、3)100km 未満の短距離移動での利用頻度、4)長距離移動における過去 5 年以内の 1 日
当たり最長走行距離の 4 項目について、保有台数別の差異と特徴をみる。 
第 2段階(第 4節)では、第 1段階でみた自家用車利用 1)~4)に、5)世帯内保有台数を加え、
それぞれを規定する要因を明らかにする。規定要因は、先行研究から抽出した、個人・世
帯属性、居住地特性、保有車両の車両特性を想定する。 




東圏、比較する地域単位を 3 次メッシュ(1km 四方)として、独自に地域類型を作成する。
地域分類の指標は、第 2 段階の分析結果を踏まえ、自家用車の利用の要因項目とする。 




る。なお、アンケートデータの分析には IBM SPSS Statistics 22 、地域類型の作成には、





















答し、1)～3)(表 7-1 調査対象参照)の条件を満たし、回答に一貫性のある 3,476 サンプルで






性」が全体の 67%と多い。年齢別では、「20 歳代」と「70 歳以上」がやや少ないが、30






























国」が 5％未満と少ないが、他は 10％程度である。保有車両数は「1 台」が 58%が最も多
く、「2 台」が 37％、「3 台以上」が 14％である。車種は「普通・小型自動車(2000cc 以下)」
が 37％と最も多く、「ワゴン・ミニバン・SUV(Sport Utility Vehicle)」が 27％、「軽自動
車・軽ワゴン」が 24％である(6)。 









年間走行距離は、「3,000km 以下」、から「9,000km 超~12,000km 以下」がそれぞれ 2
割程度である(図 7-2)。全体の 8 割程度が 12,000km 以下である。複数台保有者の車両は 1
台保有者の車両に比べて年間走行距離が長い車両が多い傾向がある。 
短距離の利用頻度は、約半数程度が「週 5 日以上」とほぼ毎日利用されているが、「月 2
～3 日」以下の車両も 3 割以上存在している(図 7-3)。保有台数別では、3 台以上保有者は
「週 5 日以上」利用される車両が 7 割と多い。 
比率 比率
男性 67% 北海道 5%
女性 33% 東北 9%
20歳代 8% 北関東 7%
30歳代 21% 南関東 20%
40歳代 21% 北陸・甲信越 8%
50歳代 21% 中部 14%
60歳代 24% 近畿 14%
70歳以上 5% 中国 7%
(65歳以上) 15% 四国 4%
単身世帯 13% 九州・沖縄 12%
夫婦のみ世帯 25% 持家・戸建 65%
夫婦と子世帯 34% 持家・集合 11%
夫婦と親世帯 4% 賃貸・戸建 4%
賃貸・集合 20%
その他 1%
その他 16% １台 58%
1人 14% ２台 34%
2人 30% ３台以上 14%
3人 24% ワゴン・ミニバン・SUV 27%
4人 19% 普通自動車2000cc超 10%
5人 8% 普通・小型自動車2000cc以下 37%
6人 3% 軽自動車・軽ワゴン 24%



















長距離の利用頻度は、「週 1 回以上」の車両が約 4 割あるが、約 6 割は「月数回以下」で
ある(図 7-4)。複数台保有者の車両には、「長距離には使用しない」車両が 1 割程度ある。 
1 日当たり最長走行距離は、「100km 以下」、「100km 超 200km」「200km 超 300km 以
































図 7-5 １日当たりの最長走行距離(p<0.001) 












長距離利用なし 月数回 週１～2回 週3回以上





長距離なし 100km 200km以下 300km以下
400km以下 500km以下 500km超
























目的変数は、利用に関しては、短距離利用頻度は、「月 1 回以下」から「週 5 回以上」
の 6 段階、「長距離利用頻度」は「長距離では使用しない」から「週 3 回以上」の 4 段階、
「年間走行距離」は「3,000km 以下」から「15,000km 超」の 6 段階、「1 日当たり最長走
行距離は「長距離では使用しない」から「500km 超」の 7 段階である。保有に関しては、








く行く GS までの距離」で、すべて「0.5km 未満」から「3km」以上の 4 段階である。「鉄
道駅」や「バス停」の近い方が公共交通の利用機会が増え、自家用車の利用が減ること、
逆に GS の密度が低い地域の方が、日常利用における自家用車の利用が多いと想定する。 
車両状況は「車種」は、「軽自動車」か否か、「ワゴン・ミニバン・SUV」か否かのダミ









































表 7-1 カテゴリカル回帰分析に用いる変数の分布と各カテゴリの数量化の値 
 
表 7-2 カテゴリカル回帰分析結果(標準化係数) 
 
目的変数 カテゴリ ％ 数量化 カテゴリ ％ 数量化
月1回以下 1.3% -1.435 非20歳代 91.6% -.303
月2～3回 4.1% -1.433 20歳代 8.4% 3.304
週1～2日 19.3% -1.412 非65歳以上 84.9% -.421
週3～4日 20.6% -.636 65歳以上 15.1% 2.373
週5日以上 54.7% .878 配偶者との同居なし 27.7% -1.615
長距離では使用しない 9.8% -3.037 配偶者と同居 72.3% .619
月1～数年に1回程度 55.1% .309 子との同居なし 53.8% -.926
月数回～週2回 26.4% .361 子と同居 46.2% 1.080
週3日以上 8.8% .364 親との同居なし 77.8% -.533
3000km以下 17.4% -1.254 親と同居 22.2% 1.875
～6000km以下 24.1% -1.044 持ち家以外 24.6% -1.752
～9000km以下 16.7% .194 持家 75.4% .571
～12000km以下 21.2% 1.024 戸建住宅以外 31.0% -1.492
～15000km以下 6.3% 1.066 戸建住宅 69.0% .670
15000km超 14.4% 1.069 0.5km未満 14.0% -1.750
長距離では使用しない 9.8% -2.414 0.5～1km未満 23.1% -.771
100km 7.1% -1.022 1km～3km未満 33.1% .208
～200km以下 22.6% -.360 3km以上 29.9% 1.187
～300km以下 21.1% .215 0.5km未満 59.0% -.698
～400km以下 11.5% .613 0.5～1km未満 24.5% .360
～500km以下 10.5% .830 1km～3km未満 8.0% 1.419
500km超 17.4% 1.077 3km以上 8.5% 2.477













































年齢20歳代ダミー .011 .021 .072 *** .016 .105 ***
年齢65歳以上ダミー -.060 *** -.024 -.081 *** -.020 -.070 ***
配偶者と同居ダミー -.025 .034 .009 .049 ** .142 ***
子と同居ダミー .047 ** -.013 -.025 -.036 * .158 ***
親と同居ダミー .018 .021 .005 .034 * .224 ***
持家ダミー -.049 * -.064 ** -.073 *** -.083 *** .030
戸建住宅ダミー .059 ** .030 .010 -.006 .190 ***
最寄鉄道駅までの距離 .140 *** -.010 .050 ** -.008 .138 ***
最寄バス停までの距離 .052 ** .012 .089 *** .042 * .028
よく行くGSまでの距離 -.001 -.054 ** -.019 -.064 *** .050 **
軽自動車ダミー .050 *** -.245 *** -.108 *** -.285 *** .086 ***
ワゴン・ミニバン・SUVダミー -.063 *** .072 *** .029 .127 *** -.005
世帯内保有台数 .155 *** -.073 *** .095 *** -.050
自由度調整済みR2乗値 .091 .088 .049 .137 .241
F値 18.309 16.848 9.926 26.043 61.990

























7.5.1.  EV の地域別普及可能性の考え方 



















































数)」、同 GS 位置データから「GS 密度」を加えた。 
以上の変数を用いてクラスター分析(平方ユークリッド距離を用いた Ward 法による連
結)を行った結果、5 つの類型が得られた(表 7-3)。 




活交通・バス・GS 水準は中間的、「類型 4」は、バスと生活道路が中間的である。 

























全体 平均値 263 1,682 .60 .15 2.84
標準偏差 798 1,762 1.200 .665 4.137
メッシュ数 最小値 0 0 0 0 0
26815 最大値 11,423 20,016 14 22 63
類型1 平均値 1,827 6,422 2.79 1.09 10.20
標準偏差 1,772 2,263 2.250 2.102 6.326
メッシュ数 最小値 0 648 0 0 0
1387 最大値 11,423 20,016 14 22 63
類型2 平均値 2,017 1,666 1.06 .22 4.01
標準偏差 835 1,020 1.340 .730 4.242
メッシュ数 最小値 296 0 0 0 0
2014 最大値 5,692 3,894 10 12 29
類型3 平均値 79 3,943 1.47 .33 6.82
標準偏差 250 791 1.547 .743 5.174
メッシュ数 最小値 0 2,921 0 0 0
3162 最大値 1,421 6,071 12 11 35
類型4 平均値 16 1,538 .39 .07 2.28
標準偏差 95 642 .774 .313 2.775
メッシュ数 最小値 0 474 0 0 0
12888 最大値 1,132 3,158 8 8 32
類型5 平均値 1 75 .04 .01 .41
標準偏差 13 135 .218 .120 1.026
メッシュ数 最小値 0 0 0 0 0
7364 最大値 368 474 3 3 16
140 
 



















た結果、5 つの類型が得られた(表 7-5)。 


















類型1 類型2 類型3 類型4 類型5
幹線交通 ◎ ◎ × × ×
生活交通 ◎ ▲ ○ ▲ ×
ガソリン
スタンド ◎ ○ ○ × ×
バス ◎ ○ ○ ▲ ×































全体 平均値 84 1,932 823 14.6 21.8 84.0 84.5
標準偏差 265 3,831 1,846 10.5 14.4 18.8 23.3
メッシュ数 最小値 0 1 1 0 0 0 0
22,025 最大値 9,258 32,079 17,770 100 100 100 100
類型A 平均値 1,043 21,425 11,218 8.9 50.5 42.7 23.6
標準偏差 591 2,884 2,181 1.8 9.1 8.3 8.6
メッシュ数 最小値 267 17,016 7,121 3 24 19 1
279 最大値 5,071 32,079 17,770 15 70 66 49
類型B 平均値 579 13,820 6,413 8.4 40.0 51.5 32.9
標準偏差 653 1,769 1,216 2.1 10.1 11.3 13.7
メッシュ数 最小値 69 10,852 4,101 2 10 15 0
713 最大値 7,005 18,052 10,146 19 73 89 83
類型C 平均値 307 8,491 3,538 8.2 30.7 60.8 47.4
標準偏差 454 1,481 744 2.6 9.8 13.9 19.1
メッシュ数 最小値 37 5,505 2,200 1 9 0 0
1,266 最大値 9,258 11,447 5,946 20 73 96 98
類型D 平均値 161 3,672 1,455 8.8 27.2 66.7 64.9
標準偏差 251 1,137 507 3.7 10.1 15.3 19.8
メッシュ数 最小値 5 1,964 577 0 6 2 0
2,465 最大値 6,921 6,170 3,945 26 93 99 100
類型E 平均値 21 401 137 16.2 19.1 90.2 93.1
標準偏差 94 451 167 11.2 13.9 14.3 14.3
メッシュ数 最小値 0 1 1 0 0 0 0
17,302 最大値 7,696 2,114 1,246 100 100 100 100
141 
 


























図 7-6 交通インフラ類型の地理的分布    図 7-7 居住類型の地理的分布 
類型A 類型B 類型C 類型D 類型E
事業所 ◎ ○ ▲ ▲ ×
人口 ◎ ○ ▲ × ×
世帯 ◎ ○ ▲ × ×
高齢化 ▲ ▲ ▲ ▲ ◎
単身化 ◎ ○ ▲ ▲ ×
持家 × ▲ ○ ○ ◎
戸建 × × ▲ ○ ◎














7.6. 地域類型別のEV の普及可能性 
7.6.1. 地域類型別の回答者分布と自家用車保有の特徴 
本章では、5 節で作成した地域類型を用いて、類型別の自家用車利用の特徴をみる。EV
に適合する車両の分布から、地域類型別の EV の普及可能性を考察する。 












図 7-8 回答者の地理的分布(世帯内保有台数別) 
交通インフラ類型では、都心部や地方都市中心部などの鉄道・公共交通のインフラ水準
が高い「類型 1」、生活交通の利便性は高いが鉄道や幹線交通の利便性が低い「類型 3」、




「類型 B～D」はそれぞれ 2~3 割弱と、ほぼ同率で分布している（表 7-8）。 
 






































居住類型では、都心部の「類型 A」では「１台保有」が 9 割以上とほとんどであり、近
郊外・遠郊外から山間・沿岸地域などを含む地方部になるほど、複数台保有が多くなる。

























図 7-8 居住類型別保有台数(p<0.001) 

















































異はわずかである(図 7-12)。一定の公共交通の利便性が担保された「類型 2」、「類型 3」

















































「類型 D」、「類型 E」と地方都市や山間・沿岸部が長い(図 7-14)。短距離の利用頻度は、
都市部ほど頻度が少なく、地方部ほど頻度が多くなる。「類型 A」「類型 B」では、「週 5

























長距離利用なし 月1回年数回 月2～週2回 週3回以上











日以上」の車両が 2 割程度であるのに対し、「類型 D」、「類型 E」では 6 割である(図 7-15)。 
長距離利用頻度では、「類型 A」の都市部の車両は長距離に使用しない車両は、ほとんど
なく、近郊外の「類型 B」、遠郊外の類型 C でも 1 割未満である。「月 1～年数回」までで
みると、「類型 A」から「類型 D」までのいずれの類型でも 5 割程度である(図 7-16)。 
1 日当たりの最長走行距離は、地方都市・地方部の「類型 D」「類型 E」の方が、都心部






























図 7-17 居住類型別 1日当たり最長走行距離(p<0.05) 







長距離利用なし 月1回年数回 月2～週2回 週3回以上
































以上を踏まえ、長距離利用の実態からみた、類型別の EV の普及可能性を述べる。1 日
当たり最長走行距離が「100km 以下」で考えると、地方部に広がる「類型 D」と「類型 E」
で約 2 割に対し、「類型 A～C」は 1 割と約半分である。「同 200km 以下」で考えると、「類





7.6.3. EV の普及可能性と普及策の示唆 
本項では、前節に示した EV 適合車両の地域別の分布を軸とし、EV の経済性や充電利便
性を加味して、EV の普及可能性を考察する。まず、「長距離での利用がない」か、利用さ
れていても「１日当たりの最長走行距離が EV の 1 充電当たり走行可能距離以内」の車両
（EV 適合車両の条件１）、次に、EV の経済的な優位性が高い、「年間走行距離が長い」車
両（同条件 2）で考える。 
軽自動車タイプ EV を想定した「1 日当たりの最長走行距離が 100km 以下の車両」と、
小型車タイプ EV を想定した「同 200km 以下の車両」について、居住類型別の分布をみ
る(表 7-9)。都心部の「類型 A」よりも、地方都市や地方部の「類型 D・E」の方が、EV







離が短い「100km 以下の車両」は、地方部では 1 割程度あるが、都心部、近郊外、遠郊外、
地方中心都市のいずれも 0~2％とほとんど存在していない。「200km 以下の車両」で、「類
型 D」の地方中心都市で 10％、「類型 E」の地方部で 17％である。EV 適合車両の比率が



















































100km以下 200km以下 100km以下 200km以下
類型A(n=72) 10% 31% 4% 10%
類型B(n=186) 13% 30% 1% 4%
類型C(n=237) 14% 37% 3% 10%
類型D(n=222) 19% 43% 3% 14%
類型E(n=166) 21% 46% 8% 20%















100km以下 200km以下 100km以下 200km以下
類型A(n=72) 3% 15% 1% 4%
類型B(n=186) 8% 18% 0% 2%
類型C(n=237) 8% 22% 2% 6%
類型D(n=222) 13% 28% 2% 10%
類型E(n=166) 20% 37% 8% 17%













































































認されると考えられ、これらは EV 普及の大きな阻害要因にはならないと推察される。 




















持家率や戸建住宅率、高齢化率がやや高い地域）」で 1 割、地方部に多い地域類型 E（人
口や事業所の集積が少なく、持家率や戸建住宅率、高齢化率が高い地域）」で 2 割程度と






(2)経済産業省のモデル事業として、2010 年 12 月までに栃木、埼玉、東京、神奈川等 18 都府県が「EV・PHV
マスタープラン」を策定し、EV の導入や充電インフラの整備、普及啓発等に取り組んでいる。 
(3)本研究では、EV 適合車両の条件は、調査時点での量産型 EV の性能・価格等に基づき設定している。しか
し、例えば、公共的な充電インフラの整備により、出先での充電利便性が高まるなど、将来のシナリオによ
り、EV の航続距離や住宅形態による制約は緩和される可能性がある。そのため、条件の組み合わせにより、










により、1 回答者につき 1 台のデータのみ使用した。また、「年間走行距離が 100,000km 以上」及び「長距
離利用あり」と回答していても「過去 5 年以内の 1 日当たり最長走行距離が 100km 未満」のサンプルはエ
ラーとして除外した。 
(5)属性からみた母集団の特徴としては、性別は男性が多い(H17 年国勢調査の 49％)、年齢では若年層と 65 歳
以上高齢者が少なく40歳代の回答者が多い(H17年国勢調査の20-79歳人口に占める20歳代の比率は16％、
40 歳代は 16％、65 歳-79 歳の比率は 20％)・持家・戸建率が 7 割と高い(H20 年住宅土地統計調査では全国
水準は 56％)、単身世帯 1 割と少ない(全国水準は H17 国勢調査では 32％)点があげられる。居住地分布は国
勢調査の人口分布とは異なるが、登録自動車数の都道府県別構成比とほぼ同じである。 
(6)世帯内保有台数別に車種をみると、2 台・3 台以上保有者では「普通・小型自動車(2000cc 以下)」のシェア
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SH の普及可能性については、まず、第 3 章では、SH の普及に関連する基礎データや、
SH 以前に、官民により普及推進が図られてきた環境共生型住宅について動向を明らかに











後半は、2011 年 1 月に実施した意識調査結果を用いて、家庭用としての EV の普及可


































両は 2 割にとどまり、ケーブルの取り回しに関しては大きな障害とならない。 
心理的側面からみると、ほとんどの人には、充電器設置・急速充電器の使用の双方が容

















地域で 1 割、地方部に多い類型 E（人口や事業所の集積が少なく、持家率や戸建住宅率、
高齢化率が高い地域）で 2 割程度と推定された。近郊外・外郊外と都心から外延部にいく











も不要なことから、「点」であっても、一定規模で SH や EV が集積されれば、そのネット
ワーク化により既成市街地でのスマートシティ形成にも寄与する。SH と EV は電力貯蔵
機能については相互に補完しあうことが可能であり、創エネ・蓄エネ・省エネのどこを SH
や EV の両者で担えるのかをみることで、スマートシティ実現への方向性を整えられる（図
































車の利用実態から EV への移行が期待されるのは、第 7 章でみた居住類型の類型 D、類型
E の出現率が高い地域、すなわち、地方部及び、地方中心都市である。 
 表 8-1、表 8-2 は、概ねの市域を示す 2 次メッシュごとに、A～E の居住類型の構成比を
みたものである。例えば、都心３区から世田谷区、中野区などの「東京都西部」に類型 A
が多い、「横浜西部」「横浜東部」から、横浜市は類型 B、類型 C が多いと読み取ることが
できる。これに、関東圏の自治体のうち、第 2 章でみた「最も力を入れている温暖化対策」
として、SH 施策、EV 施策、スマートシティ・低炭素都市施策（以下、SC 施策）を掲げ
ている自治体を表示している。関東圏の自治体では SH 施策に積極的に取り組む自治体は
多くなく、EV・PHV タウン構想を策定している神奈川県下の自治体で EV の普及に取り
組みがみられている。特に、小田原市、鎌倉市、箱根町などをはじめとする神奈川県南西











場ユーザーの多さから EV の普及も難しいと考えられる。特に、類型 C、D、E など戸建
住宅地の比率が高まる地域での重点的な展開が期待される。 
 



























東京西部(100) 64% 22% 9% 5% 0%
東京首部(99) 49% 31% 12% 3% 4%
東京西南部(104) 44% 38% 12% 4% 3%
川崎(102) 9% 61% 23% 7% 0%
赤羽(106) 5% 44% 28% 14% 9%
船橋(100) 36% 40% 13% 5% 6%
吉祥寺(100) 3% 39% 33% 22% 3%
溝口(111) 9% 35% 26% 9% 21%
横浜西部(100) 26% 35% 16% 12% 10%
横浜東部(34) 12% 33% 28% 14% 13%
立川(99) 1% 31% 52% 15% 1%
船橋(100) 0% 15% 58% 12% 15%
溝口(111) 1% 31% 52% 15% 1%
横浜西部(100) 0% 25% 51% 16% 8%
横浜東部(34) 0% 27% 45% 22% 6%
原町田(129) 0% 27% 42% 13% 18%
立川(99) 0% 5% 41% 27% 27%
志木(126) 0% 21% 39% 16% 24%
浦和(100) 0% 13% 39% 32% 16%
戸塚(100) 0% 0% 38% 38% 23%
荏田(102) 0% 9% 37% 24% 31%
習志野(100) 0% 0% 35% 35% 29%
千葉西部(55) 0% 7% 35% 25% 34%
松戸(108) 3% 39% 33% 22% 3%
与野(95) 1% 17% 33% 19% 31%
所沢(101) 2% 16% 31% 30% 21%
藤沢(100) 0% 14% 31% 42% 13%
越谷(101) 0% 8% 30% 36% 26%
流山(101) 0% 14% 29% 22% 35%
江の島(26) 0% 29% 29% 20% 22%
横須賀(44) 0% 1% 29% 33% 37%
岩槻(100) 12% 33% 28% 14% 13%
武蔵府中(115) 5% 44% 28% 14% 9%
本牧(17) 9% 35% 26% 9% 21%
座間(98) 0% 0% 0% 67% 33%
藤沢(100) 0% 0% 4% 56% 40%
八王子(104) 0% 0% 4% 50% 46%
拝島(95) 0% 2% 18% 49% 31%
岩槻(100) 0% 0% 18% 43% 39%
伊勢原(97) 0% 0% 3% 42% 55%
佐倉(98) 0% 0% 0% 42% 58%
武蔵府中(115) 0% 14% 31% 42% 13%
鎌倉(67) 0% 0% 0% 40% 60%
小田原北部(83) 0% 0% 0% 39% 61%
本牧(17) 0% 0% 13% 39% 48%
前橋(100) 0% 0% 38% 38% 23%
水戸(99) 0% 8% 26% 37% 30%
土浦(93) 0% 8% 30% 36% 26%
五井(25) 0% 0% 35% 35% 29%
足利南部(114) 0% 1% 18% 35% 46%
日立(38) 0% 0% 1% 34% 65%
日立南部(18) 0% 1% 11% 34% 54%
















































白井(100) 0% 0% 0% 0% 100%
成田(92) 0% 0% 0% 0% 100%
牛久(98) 0% 0% 0% 0% 100%
栗橋(104) 0% 0% 0% 0% 100%
古河(103) 0% 0% 0% 0% 100%
本庄(102) 0% 0% 0% 0% 100%
壬生(100) 0% 0% 0% 0% 100%
東金(98) 0% 0% 0% 0% 100%
深谷(103) 0% 0% 0% 0% 100%
小山(106) 0% 0% 0% 0% 100%
加須(98) 0% 0% 0% 0% 100%
上郷(96) 0% 0% 0% 0% 100%
東松山(99) 0% 0% 0% 1% 99%
宝積寺(97) 0% 0% 0% 1% 99%
越生(94) 0% 0% 0% 1% 99%
宝珠花(112) 0% 0% 0% 1% 99%
諸川(105) 0% 0% 0% 1% 99%
久下田(103) 0% 0% 0% 1% 99%
下総滑川(100) 0% 0% 0% 2% 98%
岩部(98) 0% 0% 0% 2% 98%
佐原西部(100) 0% 0% 0% 2% 98%
真壁(98) 0% 0% 0% 2% 98%
潮来(100) 0% 0% 0% 2% 98%
下館(104) 0% 0% 0% 3% 97%
成東(98) 0% 0% 0% 3% 97%
石下(98) 0% 0% 0% 3% 97%
八日市場(99) 0% 0% 0% 3% 97%
下吉影(96) 0% 0% 0% 3% 97%
下妻(99) 0% 0% 0% 3% 97%
下総境(100) 0% 0% 0% 4% 96%
岩間(99) 0% 0% 0% 4% 96%
黒田原(96) 0% 0% 0% 4% 96%
佐久山(96) 0% 0% 0% 4% 96%
妻沼(100) 0% 0% 0% 4% 96%
常陸玉造(96) 0% 0% 0% 4% 96%
石塚(98) 0% 0% 0% 4% 96%
祖母井(96) 0% 0% 0% 5% 95%
喜連川(95) 0% 0% 0% 6% 94%
真岡(98) 0% 0% 0% 7% 93%
下野藤岡(97) 0% 0% 0% 7% 93%
上総一宮(97) 0% 0% 0% 7% 93%
常陸大宮(95) 0% 0% 0% 8% 92%
仁井田(94) 0% 0% 0% 8% 92%
水海道(100) 0% 0% 0% 8% 92%
江戸崎(94) 0% 0% 0% 8% 92%
三ヶ尻(100) 0% 0% 1% 7% 92%
小鶴(97) 0% 0% 0% 9% 91%
多古(94) 0% 0% 0% 9% 91%
八街(97) 0% 0% 0% 10% 90%
岩瀬(92) 0% 0% 1% 9% 90%
黒磯(99) 0% 0% 0% 12% 88%
上三川(100) 0% 0% 0% 13% 87%
成田国際空港(92) 0% 0% 0% 13% 87%
大田原(99) 0% 0% 0% 14% 86%
谷田部(99) 0% 0% 0% 14% 86%
笠間(94) 0% 0% 0% 14% 86%
小金井(99) 0% 0% 0% 14% 86%
佐原東部(92) 0% 0% 0% 15% 85%
石岡(99) 0% 0% 0% 15% 85%
氏家(93) 0% 0% 2% 13% 85%
大胡(100) 0% 0% 2% 14% 84%
藤岡(92) 0% 0% 1% 15% 84%
武蔵小川(96) 0% 0% 2% 15% 83%
酒々井(100) 0% 0% 0% 17% 83%
藤代(100) 0% 0% 1% 16% 83%
佐野(103) 0% 0% 2% 16% 83%
小林(92) 0% 0% 0% 17% 83%
茂原(98) 0% 0% 1% 17% 82%
龍ケ崎(98) 0% 0% 2% 16% 82%
館林(99) 0% 0% 0% 22% 78%
渋川(97) 0% 0% 5% 16% 78%
富岡(96) 0% 0% 2% 20% 78%
常陸藤沢(96) 0% 0% 3% 21% 76%
上野境(102) 0% 0% 0% 26% 74%
下室田(95) 0% 0% 0% 27% 73%
桐生(103) 0% 0% 2% 25% 73%






















































































１． 多摩・八王子地域の住まいと住環境に関するアンケート調査 調査票 




３． 自動車と環境に関するアンケート調査 調査票 






































































首都大学東京大学院都市環境科学研究科 都市システム科学域 伊藤研究室  
  調査責任者：教授 伊藤史子 
     調査担当：修士２年 スビナ・ハイレト、  博士３年 土屋依子（つちやよりこ） 
Email： su08bi@ed.tmu.ac.jp 
 〒192-0397東京都八王子市南大沢 1-1  TEL：042-677-1111(内 4276)  
161
（１）現在のお住まいへの入居についておうかがいします。 
問１ あなたは、現在のお住まいにいつ入居しましたか。( )のなかに具体的な数字をご記入下さい。 
   平成・西暦 （      ）年 （      ）月 
 
問２ あなたのお住まいの購入形態について、あてはまるものを 1 つ選び、数字に○印をつけて下さい。 





































a．通勤・通学の便利さ 1 2 3 4 5 6 
b．公共施設や病院などの生活の便利さ  1 2 3 4 5 6 
c．日頃の買い物の便利さ 1 2 3 4 5 6 
d．緑の豊かさ 1 2 3 4 5 6 
e．水辺や親水空間への親しみ 1 2 3 4 5 6 
ｆ．自宅周辺の街並みや景観 1 2 3 4 5 6 























a．横浜方面への行きやすさ 1 2 3 4 5 6 
b．新宿方面への行きやすさ 1 2 3 4 5 6 
c．八王子・立川方面への行きやすさ 1 2 3 4 5 6 
d．通勤先までの利便性 1 2 3 4 5 6 
e．中学・高校・大学等の通学先までの利便性 1 2 3 4 5 6 
f．親の住まいとの近さ 1 2 3 4 5 6 
g．前の住まいとの近さ（生活圏が変わらないこと） 1 2 3 4 5 6 
h．地盤の固さ・安定さ 1 2 3 4 5 6 






























a．最寄り駅までの利便性 1 2 3 4 5 6 
b．特急、急行電車が停まる駅までの距離 1 2 3 4 5 6 
c．バスの利便性（バスルートや運航本数） 1 2 3 4 5 6 
d．日頃の買い物の利便性 1 2 3 4 5 6 
e．地区周辺の地形の平坦さ（坂道が少ないこと） 1 2 3 4 5 6 
f．地区内の空間的なゆとり（道路幅や建物の密度） 1 2 3 4 5 6 
g．住宅や植栽の統一感（地区内の景観のよさ） 1 2 3 4 5 6 
h．子どもの遊び場・公園に近いこと 1 2 3 4 5 6 
i．小学校・中学校に近いこと 1 2 3 4 5 6 
























a．土地・住宅の価格 1 2 3 4 5 6 
b．住宅の広さ（延床面積） 1 2 3 4 5 6 
c．住宅の間取り 1 2 3 4 5 6 
d．日照・風通し 1 2 3 4 5 6 
e．住宅の耐震性・耐火性 1 2 3 4 5 6 
f．住宅の防犯性 1 2 3 4 5 6 
g．バリアフリー 1 2 3 4 5 6 
h．庭の広さ・植栽 1 2 3 4 5 6 
i．和室・和式の空間（畳、障子等）があること 1 2 3 4 5 6 
j．創エネへの対応：太陽光発電・燃料電池がある 1 2 3 4 5 6 
k．蓄エネへの対応：蓄電池がある 1 2 3 4 5 6 
l．省エネへの対応：高効率給湯器・断熱材がある 1 2 3 4 5 6 



























































a．LED照明 1 2  1 2 3 4 5 6 7 8 a 1 2 3 
b．スマート家電 1 2  1 2 3 4 5 6 7 8 b 1 2 3 
c．太陽光発電・太陽光パネル  1 2  1 2 3 4 5 6 7 8 c 1 2 3 
d．太陽熱温水器 1 2  1 2 3 4 5 6 7 8 d 1 2 3 
e．ヒートポンプ給湯器（エコキュート） 1 2  1 2 3 4 5 6 7 8 e 1 2 3 
f．高効率給湯器（エコジョーズ） 1 2  1 2 3 4 5 6 7 8 f 1 2 3 
g．家庭用燃料電池（エネファーム） 1 2  1 2 3 4 5 6 7 8 g 1 2 3 
h．オール電化 1 2  1 2 3 4 5 6 7 8 h 1 2 3 
i．蓄電池  1 2  1 2 3 4 5 6 7 8 i 1 2 3 
j．HEMS（ホーム・エネルギー・ 
マネジメントシステム） 














a．室内空間の快適性 1 2 3 4 5 6 
b．住まいの省エネルギー性（光熱費の削減効果） 1 2 3 4 5 6 
c．住宅や植栽の統一感（街区の景観のよさ） 1 2 3 4 5 6 
d．公共交通の利便性 1 2 3 4 5 6 
e．商業施設・公共施設などの生活利便性 1 2 3 4 5 6 
f．日常生活における安全性（防犯・防災） 1 2 3 4 5 6 
g．周辺の自然環境の豊かさ 1 2 3 4 5 6 




































1 2 3 4 5 6 7 
b．家族や友人・知人と環境問題についてよく話をする 1 2 3 4 5 6 7 
c．日ごろのクルマの運転時には、エコドライブを心がけている 1 2 3 4 5 6 7 
d．近い所に行く時は、自転車や徒歩で行くようにする 1 2 3 4 5 6 7 
e．外出する時はできる限りバスや電車などの公共交通機関を
使うようにする 
1 2 3 4 5 6 7 
f．電気製品を使わない時は、コンセントからこまめにプラグを抜
き、待機時消費電力を少なくする 
1 2 3 4 5 6 7 
g．冷暖房はこまめに温度調節をする 1 2 3 4 5 6 7 
h．商品を購入する時は、エコマークや消費電力など、環境に配
慮した商品であるかどうかを確認する 
1 2 3 4 5 6 7 
 

































1 2 3 4 5 6 7 
b．商品や店舗の情報を他人に伝えたり、勧めたりする 1 2 3 4 5 6 7 
c．商品や店舗の情報について他人に聞かれることが多い 1 2 3 4 5 6 7 
d．新商品や評判の店舗情報の先取りが他人より早い 1 2 3 4 5 6 7 
e．新商品の購入や評判の店舗を利用するのが他人より早い 1 2 3 4 5 6 7 
f．商品を購入する時は、環境に配慮した商品を選ぶ 1 2 3 4 5 6 7 
g．商品や店舗の情報を自分で事前に収集・整理し、比較検討
する 
1 2 3 4 5 6 7 
 
問 11 あなたは、現在、スマートハウスに対して関心がありますか。あてはまるものを 1 つ選び、数字に○
印をつけて下さい。 
１．購入を決める前から関心があった    ２．購入（入居）手続の時に関心をもった 
３．入居してから（入居後）関心をもった  ４．全く関心がない 
５．その他（具体的に                               ） 
165
問 12 あなたは、現在、電気自動車（EV）に対して関心がありますか。あてはまるものを 1 つ選び、数字に
○印をつけて下さい。 
１．関心があり、EV を所有している      ２．関心があり、EV の購入を考えている 
４．関心はあるが、EVの購入は考えていない  ４．関心がない 
５．その他（具体的に                               ） 
 








問 14 現在、自家用車を何台お持ちですか。あてはまるものを 1 つ選び、数字に○印をつけて下さい。 
１．１台      ２．２台     ３．３台以上       ４．持っていない 












５．その他（具体的に                               ） 
























３．普通・小型自動車 2000cc 以下 
４．普通自動車 2000cc 超 
５．ワゴン・ミニバン・SUV 




３．普通・小型自動車 2000cc 以下 
４．普通自動車 2000cc 超 
５．ワゴン・ミニバン・SUV 




















     ,     km／年 
（数字を記入） 
最近１年間の概ねの年間走行距離 























２．100km 以上 200km 未満 






２．100km 以上 200km 未満 




問 16 駐車場に「屋根」はありますか。あてはまるものを 1 つ選び、数字に○印をつけて下さい。 
１．屋根がある      ２．屋根はない     ３．その他（          ） 
 
問 17 駐車場に「電気自動車充電用コンセント」はありますか。あてはまるものを 1 つ選び、数字に○印を
つけて下さい。 
１．ある      ２．ない     ３．その他（               ） 
 
（４）あなたご自身及びご家族についておうかがいします。 
問 18 設問ごとにあてはまるものをそれぞれ選び、○印をつけてください。 
a．あなたの年齢（○印は１つ） 
１．20～29 歳   ２．30～39 歳  ３．40～49 歳    ４．50～59 歳     
５．60～69 歳   ６．70 歳以上 
 
b．あなたの性別（○印は１つ） 
１．男性              ２．女性 
 
c．あなたのご職業（○印は１つ） 
１．会社員（被雇用者）      ２．会社、自営業などの経営者 
３．経営者の家族従業員   ４．パート・アルバイト 
５．公務員         ６．無職      ７．その他(                  )  
e.へお進みください 
 クルマ１ クルマ２ 
167
d．あなたのご職業の業種（○印は１つ） 
１．家電製造・販売    ２．自動車製造・販売   ３．住宅・不動産 
４．土木・都市開発   ５．エネルギー設備    ６．情報・通信   
７．サービス      ８．教育           ９．その他(           ) 
e．同居家族構成（○印は１つ） 
１．ひとり世帯   ２．夫婦のみ    ３．夫婦と親    ４．夫婦と子ども   
５．夫婦と子どもと親の三世代家族    ６．その他(                   ) 
f．同居家族人数（○印は１つ） 
あなたを含めた人数は 
１．１人      ２．２人         ３．３人      ４．４人       
５．５人      ６．６人以上       ７．７人以上 
g．夫婦共働きの状況（○印は１つ） 
１．夫婦共働きである             ２．夫婦共働きでない 
h．前のお住まいの形態（○印は１つ） 
１．持家戸建住宅   ２．賃貸戸建住宅    ３．持家集合住宅   
４．賃貸集合住宅   ５．社宅        ６．その他（             ） 
i．冬季の暖房器具（あてはまるものすべてに○印） 
１．エアコン     ２．電気カーペット    ３．石油ストーブ   
４．電気ストーブ   ５．ガスストーブ     ６．電気床暖房 
７．ガス床暖房    ８．こたつ        ９．その他（         ） 
 
最後にお住まいの感想や意見などをお聞かせください。 
































































2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 合計















a 通勤・通学の利便さ 0.0 7.5 26.9 50.7 13.4 1.5 0.0 100
b 公共施設や病院などの生活の便利さ 3.0 9.0 44.8 35.8 7.5 0.0 0.0 100
c 日頃の買い物の便利さ 6.0 23.9 32.8 28.4 9.0 0.0 0.0 100
d 緑の豊かさ 46.3 26.9 22.4 4.5 0.0 0.0 0.0 100
e 水辺や親水空間の親しみ 14.9 32.8 40.3 7.5 1.5 3.0 0.0 100
f 自宅周辺の街並みや景観 53.7 32.8 10.4 3.0 0.0 0.0 0.0 100












a 横浜方面への行きやすさ 4.5 10.4 10.4 23.9 50.7 0.0 0.0 100
b 新宿方面へのいきやすさ 10.4 46.3 11.9 13.4 16.4 0.0 1.5 100
c 八王子・立川方面への行きやすさ 3.0 17.9 14.9 31.3 32.8 0.0 0.0 100
d 通勤先まで利便性 28.4 28.4 20.9 11.9 9.0 1.5 0.0 100
e 中学・高校・大学等の通学先までの利便性 9.0 19.4 20.9 13.4 28.4 7.5 1.5 100
f 親の住まいとの近さ 9.0 32.8 13.4 7.5 35.8 1.5 0.0 100
g 前の住まいとの近さ 10.4 20.9 10.4 14.9 41.8 0.0 1.5 100
h 地盤の固さ・安定さ 41.8 32.8 11.9 9.0 3.0 0.0 1.5 100












a 最寄駅までの利便性 28.4 47.8 13.4 10.4 0.0 0.0 0.0 100
b 特急、急行電車が停まる駅までの距離 1.5 29.9 20.9 26.9 19.4 0.0 0.0 100
c バスの利便性 7.5 17.9 13.4 32.8 28.4 0.0 0.0 100
d 日頃の買い物の利便性 20.9 52.2 17.9 4.5 4.5 0.0 0.0 100
e 地区周辺の地形の平坦さ 9.0 25.4 25.4 29.9 10.4 0.0 0.0 100
f 地区内の空間的なゆとり 59.7 35.8 1.5 0.0 1.5 0.0 1.5 100
g 住宅や植栽の統一感 44.8 44.8 3.0 4.5 1.5 0.0 1.5 100
h 子どもの遊び場・公園に近いこと 22.4 40.3 11.9 14.9 9.0 0.0 1.5 100
i 小学校・中学校に近いこと 13.4 19.4 31.3 19.4 13.4 1.5 1.5 100












a 土地・住宅の価格 65.7 22.4 10.4 1.5 0.0 0.0 0.0 100
b 住宅の広さ 67.2 26.9 4.5 1.5 0.0 0.0 0.0 100
c 住宅の間取り 74.6 25.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100
d 日照・風通し 79.1 17.9 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100
e 住宅の耐震性・耐火性 70.1 19.4 6.0 4.5 0.0 0.0 0.0 100
f 住宅の防犯性 32.8 46.3 16.4 3.0 1.5 0.0 0.0 100
g バリアフリー 9.0 32.8 26.9 20.9 10.4 0.0 0.0 100
h 庭の広さ・植栽 46.3 41.8 10.4 1.5 0.0 0.0 0.0 100
i 和室・和式の空間 28.4 28.4 10.4 16.4 16.4 0.0 0.0 100
j 創エネへの対応：太陽光発電・燃料電池がある 22.4 26.9 16.4 20.9 11.9 1.5 0.0 100
k 蓄エネへの対応：蓄電池がある 6.0 9.0 22.4 29.9 28.4 4.5 0.0 100
l 省エネへの対応：高効率給湯器、断熱材がある 20.9 47.8 14.9 10.4 4.5 1.5 0.0 100
m 駐車場があること 73.1 25.4 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 100
問７
ない ある 無回答 合計
a LED照明 19.4 80.6 0.0 100
b スマート家電 64.2 35.8 0.0 100
c 太陽光発電・太陽光パネル 44.8 55.2 0.0 100
d 太陽熱温水器 92.5 6.0 1.5 100
e ヒートポンプ給湯器 40.3 58.2 1.5 100
f 高効率給湯器 83.6 13.4 3.0 100
g 家庭用燃料電池 65.7 31.3 3.0 100
h オール電化 37.3 62.7 0.0 100
i 蓄電池 91.0 9.0 0.0 100














1 ガス代が安くなる 0.0 4.2 5.4 0.0 7.7 44.4 23.8 16.7 0.0 5.3
2 電気代が安くなる 72.2 45.8 89.2 25.0 51.3 33.3 81.0 28.6 16.7 31.6
3 地球環境保全に貢献できる 27.8 25.0 62.2 50.0 30.8 44.4 42.9 31.0 0.0 15.8
4 非常時に電力を使える 0.0 0.0 51.4 0.0 0.0 11.1 9.5 4.8 16.7 0.0
5 生活が便利になる 7.4 25.0 8.1 0.0 10.3 0.0 23.8 19.0 16.7 10.5
6 最新の設備を導入できる 11.1 20.8 8.1 0.0 7.7 11.1 14.3 9.5 0.0 26.3
7 標準装備である 42.6 41.7 29.7 50.0 53.8 33.3 23.8 54.8 50.0 63.2













a LED照明 57.4 0.0 42.6 100
b スマート家電 76.5 0.0 23.5 100
c 太陽光発電・太陽光パネル 91.2 5.9 2.9 100
d 太陽熱温水器 80.0 0.0 20.0 100
e ヒートポンプ給湯器 63.6 3.0 33.3 100
f 高効率給湯器 55.6 0.0 44.4 100
g 家庭用燃料電池 70.0 15.0 15.0 100
h オール電化 77.8 5.6 16.7 100
i 蓄電池 33.3 0.0 66.7 100












a 室内空間の快適性 52.2 40.3 4.5 1.5 0.0 0.0 1.5 100
b 住まいの省エネルギー性 29.9 40.3 19.4 4.5 4.5 0.0 1.5 100
c 住宅や植栽の統一感 43.3 41.8 10.4 4.5 0.0 0.0 0.0 100
d 公共交通の利便性 4.5 26.9 41.8 19.4 7.5 0.0 0.0 100
e 商業施設・公共施設などの生活利便性 11.9 31.3 35.8 14.9 4.5 1.5 0.0 100
f 日常生活における安全性 19.4 44.8 26.9 4.5 0.0 3.0 1.5 100
g 周辺の自然環境の豊かさ 50.7 38.8 7.5 1.5 0.0 0.0 1.5 100









































11.9 13.4 25.4 4.5 20.9 11.9 11.9 0.0 100
































































































全数 46.3 29.9 11.9 10.4 1.5 100
問14 現在、自家用車を何台お持ちですか。あてはまるものを1つ選び、数字に○印をつけて下さい。
１台 ２台 持っていない 合計








クルマ１ 0.0 17.2 79.7 3.1 100
クルマ２（2台保有者のうち、年間走行距離が
短い車）
7.1 7.1 85.7 0.0 100









クルマ１ 3.1 35.9 15.6 43.8 1.6 100
クルマ２（2台保有者のうち、年間走行距離が
短い車）
35.7 42.9 7.1 7.1 7.1 100

























クルマ１ 46.0 34.9 17.5 1.6 100
クルマ２（2台保有者のうち、年間走行距離が
短い車）
58.3 25.0 16.7 0.0 100








クルマ１ 28.3 11.7 8.3 46.7 5.0 100
クルマ２（2台保有者のうち、年間走行距離が
短い車）
64.3 7.1 0.0 21.4 7.1 100
全数 35.1 10.8 6.8 41.9 5.4 100
問16 駐車場に「屋根」はありますか。あてはまるものを1つ選び、数字に○印をつけて下さい。
屋根がある 屋根がない 無回答 合計
全数 11.9 86.6 1.5 100
問17 駐車場に「電気自動車充電用コンセント」はありますか。あてはまるものを1つ選び、数字に○印をつけて下さい。
ある ない 合計
全数 76.1 23.9 100
問18 設問ごとにあてはまるものをそれぞれ選び、○印をつけてください。
a．あなたの年齢（○印は１つ）
30～39歳 40～40歳 50～59歳 60～69歳 合計
全数 49.3 22.4 10.4 17.9 100
b．あなたの性別（○印は１つ）
男性 女性 合計








公務員 無職 その他 合計









情報・通信 サービス 教育 その他 合計






全数 14.9 3.0 71.6 4.5 4.5 1.5 100
f．同居家族人数（○印は１つ）
１人 ２人 ３人 ４人 ５人 無回答 合計























石油ストーブ 電気ストーブ ガスストーブ 電気床暖房 ガス床暖房 こたつ その他




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































聞 い た こ と が あ り 、  
よ く 知 っ て い る  
聞 い た こ と が あ る が  
よ く 知 ら な い  
聞 い た こ と が な い  





















































































































































































































































































































































































































































































































































聞 い た こ と が あ り 、  
よ く 知 っ て い る  
聞 い た こ と が あ る が  
よ く 知 ら な い  
聞 い た こ と が な い  



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































     
 
 



















































































































電 気 代  
車 両 価 格  
車 両 価 格  
車 両 価 格  
車 両 価 格  
電 気 代  
ガ ソ リ ン 代  






































































ガ ソ リ ン 車  
電 気 自 動 車  
ガ ソ リ ン 車  





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































非 常 に そ う で あ る  
か な り そ う で あ る  
や や そ う で あ る  
ど ち ら と も い え な い  
あ ま り そ う で は な い  
ほ と ん ど そ う で は な い  



















































































































































































































































































































































































































非 常 に そ う で あ る  
か な り そ う で あ る  
や や そ う で あ る  
ど ち ら と も い え な い  
あ ま り そ う で は な い  
ほ と ん ど そ う で は な い  




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































５ ０ ０ メ ー ト ル 未 満  
５ ０ ０ メ ー ト ル 以 上  
１ キ ロ メ ー ト ル 未 満  
１ キ ロ メ ー ト ル 以 上  
３ キ ロ メ ー ト ル 未 満  
３ キ ロ メ ー ト ル 以 上  










































































































































































































































































































































































毎 月 １ 回 以 上  
利 用 し て い る  
毎 年 １ 回 以 上  
利 用 し て い る  
過 去 ５ 年 以 内 に  
１ 回 以 上 利 用 し て い る  
過 去 ５ 年 以 内 に  
一 度 も 利 用 し て い な い  








































































































































































































































ＴＯＴＡＬ １台 ２台 ３台以上 不明
ＴＯＴＡＬ 6518 3816 1926 776 0





























バン 軽トラック 軽自動車 その他 不明
ＴＯＴＡＬ 6518 34 34 211 1342 269 115 653 2180 253 47 1356 24 0





























バン 軽トラック 軽自動車 その他 不明
ＴＯＴＡＬ 2702 7 16 56 343 60 56 324 758 180 77 811 14 0



















ＴＯＴＡＬ 6518 277 414 1576 1809 1307 1135 0




















ＴＯＴＡＬ 2702 92 122 516 508 300 266 898 0







ＴＯＴＡＬ 6518 4780 1738 0







ＴＯＴＡＬ 2702 2248 454 0















ＴＯＴＡＬ 6518 6158 273 87 0















ＴＯＴＡＬ 2702 2629 67 6 0







ＴＯＴＡＬ 6518 985 3682 1851 0







ＴＯＴＡＬ 2702 402 1529 771 0


















ＴＯＴＡＬ 6518 2170 3401 947 0
















ＴＯＴＡＬ 2702 836 1429 437 0

















ＴＯＴＡＬ 6158 1733 91 686 3648 0

















ＴＯＴＡＬ 2629 829 38 348 1414 0













ＴＯＴＡＬ 2510 1330 679 372 78 51 0













ＴＯＴＡＬ 1215 573 362 208 46 26 0


















ＴＯＴＡＬ 2510 2409 29 11 61 0


















ＴＯＴＡＬ 1215 1183 6 8 18 0






















ＴＯＴＡＬ 6518 2980 3117 421 0
























ＴＯＴＡＬ 2702 884 1653 149 16 0

















ＴＯＴＡＬ 6097 5162 716 79 50 64 26 0


















ＴＯＴＡＬ 2537 245 1523 212 116 322 119 0


















ＴＯＴＡＬ 6518 3385 1430 1281 313 72 37 0


















ＴＯＴＡＬ 2702 1666 445 342 150 54 45 0





















ＴＯＴＡＬ 6481 3404 462 46 30 64 29 2446 0





















ＴＯＴＡＬ 2657 199 1202 140 99 279 86 652 0













ＴＯＴＡＬ 4035 2524 1228 192 91 0













ＴＯＴＡＬ 2005 1136 694 115 60 0




















ＴＯＴＡＬ 6518 489 183 496 1104 3040 572 634 0





















ＴＯＴＡＬ 2702 195 72 141 336 971 231 598 158 0

















ＴＯＴＡＬ 5884 4962 1768 133 64 331 132 0

















ＴＯＴＡＬ 1946 845 1022 185 70 306 83 0




















ＴＯＴＡＬ 5884 462 94 1291 264 174 935 2175 4513 0




















ＴＯＴＡＬ 1946 245 54 443 88 83 294 675 1394 0


















ＴＯＴＡＬ 5884 2623 564 1823 874 0



















ＴＯＴＡＬ 1946 778 176 522 328 142 0



















ＴＯＴＡＬ 2327 448 85 392 1196 206 0



















ＴＯＴＡＬ 1946 275 81 314 1147 129 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 4170 2245 103 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 1460 2508 2550 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 4612 1692 214 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 4545 1743 230 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 3876 2076 566 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 2179 2551 1788 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 1373 2816 2329 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 938 2368 3212 0

















ＴＯＴＡＬ 6518 1067 2259 3192 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 3995 2020 503 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 2206 2481 1831 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 3339 2782 397 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 2345 2602 1571 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 1798 2257 2463 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 1116 2185 3217 0
















ＴＯＴＡＬ 6518 1094 2228 3196 0















ＴＯＴＡＬ 6518 1142 3658 1718 0

















ＴＯＴＡＬ 4082 2015 449 1618 0



















ＴＯＴＡＬ 5528 3555 386 1587 0






























ＴＯＴＡＬ 3555 1373 1295 582 82 24 199 0


































ＴＯＴＡＬ 3555 2883 2256 2566 1541 1454 1456 2795 2359 2079 1339 64 0


































ＴＯＴＡＬ 3555 1231 1081 683 111 36 68 220 54 44 17 10 0






















ＴＯＴＡＬ 5528 877 3956 695 0



















ＴＯＴＡＬ 3956 165 797 349 877 135 1116 48 469 0

























ＴＯＴＡＬ 3956 229 488 2072 1058 109 0
























ＴＯＴＡＬ 5528 864 3993 671 0
























































ＴＯＴＡＬ 864 505 448 516 210 200 169 150 212 77 73 123 0
























































ＴＯＴＡＬ 791 265 141 140 18 7 51 11 37 17 0 104 0
100 33.5 17.8 17.7 2.3 0.9 6.4 1.4 4.7 2.1 0 13.1 0
表頭：Ｑ２８　価格の割高分をエネルギー代で取り戻すための許容期間【差額を取り戻す条件付き購入意向あり】





ＴＯＴＡＬ 3993 316 537 1543 190 1138 92 89 34 11 43 0






















ＴＯＴＡＬ 671 200 216 136 48 33 25 13 0







































ＴＯＴＡＬ 4664 3351 1469 2614 959 2655 880 181 226 58 0






































ＴＯＴＡＬ 4438 1806 283 781 68 1268 163 20 0 49 0



























ＴＯＴＡＬ 6518 729 1287 2380 1371 500 116 135 0 0.9



























ＴＯＴＡＬ 2702 369 447 570 652 310 128 226 0 0.5



























ＴＯＴＡＬ 6518 952 980 1446 1212 993 473 462 0 0.5



























ＴＯＴＡＬ 6518 277 436 757 1350 1316 1091 1291 0 -0.8



























ＴＯＴＡＬ 6518 592 789 1434 1211 1184 675 633 0 0.1



























ＴＯＴＡＬ 6518 800 1297 2054 1071 701 337 258 0 0.8



























ＴＯＴＡＬ 6518 378 766 1684 1924 923 427 416 0 0.2



























ＴＯＴＡＬ 6518 705 1502 2286 1313 478 155 79 0 1



























ＴＯＴＡＬ 6518 166 454 1451 2173 1312 546 416 0 -0.1



























ＴＯＴＡＬ 6518 128 383 1063 2234 1518 658 534 0 -0.3




























ＴＯＴＡＬ 6518 129 389 1063 2245 1521 632 539 0 -0.3



























ＴＯＴＡＬ 6518 108 352 968 2212 1588 676 614 0 -0.4



























ＴＯＴＡＬ 6518 193 590 1777 2466 906 296 290 0 0.2

























ＴＯＴＡＬ 6518 4753 3024 885 1367 549 142 672 0
100 72.9 46.4 13.6 21 8.4 2.2 10.3 0
表頭：Ｑ３４＿１　同居家族　子ども人数【ベース：同居子どもあり】
ＴＯＴＡＬ １人 ２人 ３人以上 不明 平均
ＴＯＴＡＬ 3024 1465 1215 344 0 1.6

























ＴＯＴＡＬ 5846 4159 1224 707 558 349 106 647 0



































ＴＯＴＡＬ 6518 568 2067 1487 989 361 197 65 44 60 680 0











ＴＯＴＡＬ 6518 4296 702 263 1195 62 0



















ＴＯＴＡＬ 6518 899 1497 2177 1682 263 0



















ＴＯＴＡＬ 6518 3841 1569 491 185 432 0



















ＴＯＴＡＬ 6518 1536 1783 1916 1152 131 0



















ＴＯＴＡＬ 6518 1095 1631 2111 1532 149 0




















ＴＯＴＡＬ 6518 790 1552 2318 1700 158 0



















ＴＯＴＡＬ 6518 278 643 1237 1885 2475 0
100 4.3 9.9 19 28.9 38 0
表頭：Ｑ３８　年代
ＴＯＴＡＬ ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以 不明 平均
ＴＯＴＡＬ 6518 682 1299 1318 1320 1899 0 48.8
100 10.5 19.9 20.2 20.3 29.1 0 318284
表頭：Ｑ３９　性別
ＴＯＴＡＬ 男性 女性 不明
ＴＯＴＡＬ 6518 3924 2594 0








青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県
東北 550 99 63 113 78 72 125
1.5 1 1.7 1.2 1.1 1.9
茨城県 栃木県 群馬県 山梨県
関東 465 183 104 129 49
2.8 1.6 2 0.8
埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県
京浜／一
都三県
1391 347 299 376 369
5.3 4.6 5.8 5.7
新潟県 富山県 石川県 福井県 長野県
北陸 466 133 70 65 47 151
2 1.1 1 0.7 2.3
岐阜県 静岡県 愛知県 三重県
東海 894 148 213 414 119 894
2.3 3.3 6.4 1.8
滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県
京阪神 987 99 118 356 264 82 68
1.5 1.8 5.5 4.1 1.3 1
鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県
中国 437 58 44 109 145 81
0.9 0.7 1.7 2.2 1.2
徳島県 香川県 愛媛県 高知県
四国 257 58 57 100 42 257
0.9 0.9 1.5 0.6
福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県
九州 759 247 47 76 110 67 68 81 63
























































































































































































表-2 2009年度予算にみる EV関連政策・事業の取り組み状況 
 
※斜字は EV・PHVタウン構想モデル地域（経済産業省）， は環境モデル都市（内閣府）． 
その他EVに関連するモデル事業・地域の指定状況は下記注釈参照． 
1)国土交通省「平成 21年度次世代自動車導入加速モデル地域」 















































































































































 短：3,000 台 
短：100V・200V コンセント 1,000

























度、全県 3.5 万台 
長：乗用車保有台数の 40％程
度、全県 54 万台 
短：30km 四方に急速充電器 1 基
程度、全県で 15 基 
中：30km 四方に急速充電器 3 基
程度、全県で 45 基 
長：10km 四方に急速充電器 4 基













 短：2,000 台 
（ＥＶ・PHV の県内新車販売数） 
中・長：普通充電・急速充電器合































































  表-4 EV・pHV タウン構想アクションプランの政策一覧 
●：アクションプラン掲載事項．東京都はアクションプラン概要版掲載事項が●印．採択時提案書掲載事項が○印 
 
事業内容 東京都 神奈川県 青森県 新潟県 福井県 愛知県 京都府 長崎県
企業による営業用車両としての導入 ● ● ● ● ● ● ●
自治体による公用車としての導入 ● ● ● ● ● ● ● ●
企業による従業員通勤用車両としての導入 ●
レンタカー・カーリースへの活用の促進 ● ● ● ● ● ● ●
施設内移動車両として活用 ●
公共交通機関（バス）での活用 ● ● ●
タクシーの導入 ● ● ● ● ●





パーク＆ライドでの利用促進 ● ● ●
カーシェアリングへの活用の促進 ● ● ● ● ● ●
導入・購入費用の一部補助 ● ● ● ● ●
自動車取得税・自動車税・軽自動車税の減免 ● ● ● ● ●
自動車購入ローン（マイカー）の金利減免 ● ● ● ●
高速道路・フェリー乗船・橋等の通行料の割引 ● ● ●
自動車保険・ロードサービス等の割引 ● ● ● ●
駐車場利用料金の割引・優先利用 ● ● ● ● ● ● ● ●
連携商業施設等での割引・優待 ● ●
既存100V、200Vコンセントの活用 ● ● ● ● ●
新規100V、200Vコンセントの設置 ● ● ● ●
公共施設への（急速・普通）充電器設置 ● ● ● ● ● ● ● ●
充電ステーションの設置（太陽光発電・風力発電など） ● ● ●
民間施設への急速充電器設置（商業施設、銀行、事業所等） ● ● ● ● ● ● ● ●
集合住宅への充電器設置（新築分譲マンショ ン、賃貸マンショ ン） ● ●
充電可能な駐車場・専用駐車場の整備 ● ● ●
無料の充電サービスの実施 ● ●
充電ネットワークの組成（ネットワーク化を考慮した充電器設置） ● ● ●
（急速・普通）充電器設置補助 ● ● ● ● ●
新規200Vコンセントの設置補助 ●
試乗会イベントの開催 ● ● ● ● ● ● ● ●
展示会の開催 ○ ● ● ● ● ●
その他イベントの活用・貸し出し ○ ● ● ● ● ●
教育 環境教育の実施 ○ ● ● ● ●
市民への情報提供 ● ● ● ● ● ● ● ●
自治体広報誌の活用・啓発パンフレット・リーフレット作成・配布 ○ ● ●

















インフラ整備等の技術指導協力・人材育成 ○ ● ●
EV関連技術・研究開発の促進・低コスト化 ● ● ● ● ●
充電器・バッテリー・レスキュー車（急速充電）の開発 ● ● ●
（コンバート）EV製作講座の開設 ● ●
急速充電器の製作（製造） ●

























































































































2006/11/16 電気自動車の普及 ● ●
京都市自動車環境対
策協議会













2009/3/18 電気自動車及びプラグイン・ハイブリット車の普及 ● ●
岡山県電気自動車等
普及推進協議会





















































































表-6 第 2 世代の実証実験・モデル事業の事例 
 












































































































1) 宮下雅行・高山光正: 「ITS/EV 共同利用システムについて（シティカーシステムと住宅地セカンドカ
ーシステムの事例）」,交通工学 Vol.63,No2,pp20-25,2001. 








6) 伊藤宗一郎: 電気自動車開発・普及の現代と将来,月刊自由民主,pp.146-151,1979. 
7) 日本産業技術振興協会: 電気自動車の研究開発:大型プロジェクト制度による研究成果を中心とし
て,1974.  
8) 山 崎 宗 重 : 電 気 自 動 車 を 利 用 し ま し ょ う ― 電 気 自 動 車 の 普 及 策 , 通 産 ジ ャ ー ナ
ル,Vol.11,No.9,pp.52-59,1978. 
9) 電気自動車協議会 電気自動車普及基本計画年別展開策,1984. 
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